
１－１ 1式

１－２ 超電導型全身用MRI装置(1.5ﾃｽﾗ磁石･傾斜磁場ｼｽﾃﾑ) 1式

１－３ 1式

１－４ 1式

１－５ 1式

１－６ 1式

１－７ 1式

１－８ 1式

１－９ 1式

１－１０ 1式

１－１１ 1式

１－１２ 1式

１－１３ 1式

１－１４ 1式

１－１５ 1式

１－１６ 1式

１－１７ 1式

１－１８ 1式

１－１９ 1式

１－２０ 1式

１－２１ 1式

１－２２ 1式

１－２３ 1式

１－２４ 1式

１－２５ 1式

１－２６ 1式

１－２７ 1式骨撮像用ｼｰｹﾝｽ

局所高分解能DWI

3D撮像を関心領域に絞る撮像

脂肪･鉄定量解析ｼｰｹﾝｽ

ﾏﾙﾁｺﾝﾄﾗｽﾄ同時取得ｼｰｹﾝｽ

Computed DWI

ﾏﾙﾁｼｮｯﾄDWI

3D動き補正

非造影脳灌流撮像(3D ASL)

3D冠動脈撮像ｼｰｹﾝｽ

心筋T1map､T2map

血管壁撮像ｼｰｹﾝｽ

血流解析ｿﾌﾄｳｪｱ

MRｽﾍﾟｸﾄﾛｽｺﾋﾟｰﾊﾟｯｹｰｼﾞ

PRESS & STEAM SV

2D CSI

3D CSI

･2 point dixonとview sharingを応用した高速3Dﾀﾞｲﾅﾐｯｸｼｰｹ
ﾝｽ
･Stack of Starsによる体動に強いﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型の3D Radialｸﾞ
ﾗﾃﾞｨｴﾝﾄｴｺｰｼｰｹﾝｽ

高速化型ﾃﾞｨｰﾌﾟﾗｰﾆﾝｸﾞ画像再構成技術

MRIｼｽﾃﾑ用ｿﾌﾄｳｪｱ

高性能画像再構成ｵﾌﾟｼｮﾝ

ﾜｲﾔﾚｽ生体同期ｼｽﾃﾑ

低ﾃｰﾌﾞﾙ固定患者寝台

画質向上ﾃﾞｨｰﾌﾟﾗｰﾆﾝｸﾞ画像再構成
ﾃﾞｨｰﾌﾟﾗｰﾆﾝｸﾞまたは機械学習を使用した自動位置決め

圧縮ｾﾝｼﾝｸﾞ

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 中央放射線室

　調達機器名 磁気共鳴画像診断装置 一式

１．機器の構成(一式の構成)

超電導型全身用MRI装置(本体)



１－２８ 1式

１－２９ 1式

１－３０ 1式

１－３１ 2式

１－３２ 1式

１－３３ 1式

１－３４ 1式

１－３５ 1式

１－３６ 1式

１－３７ 1式

１－３８ 1式

１－３９ 1式

１－４０ 1式

１－４１ 1式

１－４２ 1式

１－４３ 1式

１－４４ 1式

１－４５ 1式

１－４６ 1式

１－４７ 1式

１－４８ 1式

１－４９ 1式

１－５０ 1式

１－５１ 1式

１－５２ 1式

１－５３ 1式

１－５４ 1式

１－５５ 1式

１－５６ 1式

１－５７ 1式

１－５８ 1式

１－５９ 1式

１－６０ 1式

１－６１ 1式

１－６２ 1式

１－６３ 1式

１－６４ 1式

他社ｼｽﾃﾑ接続作業

MRI装置設置工事

据置型金属探知器(MRI室用)

MRI対応造影剤ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ

患者固定用ﾍﾞﾙﾄ

患者固定用ﾍﾞﾙﾄ

RF遮蔽ｼｰﾄ

患者移乗用ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｼｰﾄ

MRI装置搬入･据付･調整

MRI導入時ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ(5日以上)

DICOM接続設定(7台以下)

RIS接続設定作業

MRI対応生体ﾓﾆﾀ

携帯型金属探知器(MRI室用)

MRI対応音響ｼｽﾃﾑ

非磁性ｽﾄﾚｯﾁｬｰ(MR-100)

非磁性車椅子(MRI対応)

非磁性点滴ｽﾀﾝﾄﾞ

製品識別用ﾊﾟﾈﾙ

MRI対応患者ﾓﾆﾀｾｯﾄ

MRI標準付属品ｾｯﾄ

MR室ｺｲﾙ棚

ﾊﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟ金属探知器

患者監視ﾓﾆﾀ

酸素濃度計

ｵﾍﾟﾚｰﾀﾃｰﾌﾞﾙ､ｵﾍﾟﾚｰﾀﾁｪｱ

撮影に伴う専用固定具

8ch手関節用ｺｲﾙ

1.5T用乳房用ｺｲﾙ

MRI用冷却水循環装置

冷却水装置用防振台

操作ﾏﾆｭｱﾙｾｯﾄ

極性反転によるDWI歪み補正

静音撮像

乳腺用造影撮像ｼｰｹﾝｽ

体幹部用ｺｲﾙ

ﾌｧﾝﾄﾑﾎﾙﾀﾞ



２－１ 磁気共鳴画像診断装置については、以下の要件を満たすこと

2-1-1 ｶﾞﾝﾄﾘ･ﾏｸﾞﾈｯﾄｼｽﾃﾑについては、以下の要件を満たすこと

2-1-1-1 ﾏｸﾞﾈｯﾄ形式は、超伝導方式で静磁場強度が1.5Tであること

2-1-1-2 磁場の均一度を向上させるｼﾐﾝｸﾞ機能及び患者毎の自動ｼﾐﾝｸﾞ機能を有すること

2-1-1-3 静磁場の安定度は、0.1ppm/h未満であること

2-1-1-4

2-1-1-5 液体へﾘｳﾑの消費は、通常稼働時に0ℓ/yearであること

2-1-1-6 ﾎﾞｱ内径は直径70cm以上であること

2-1-1-7 患者との相互ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを行うため、ｴﾏｰｼﾞｪﾝｼｰｺｰﾙ機能を有すること

2-1-1-8 患者の快適性を確保するためｶﾞﾝﾄﾘ内照明･送風機能があり調整可能であること

2-1-1-9 患者対話用ｲﾝﾀｰﾎﾝを有すること

2-1-1-10

2-1-1-11 緊急時に安全かつ迅速に主磁場を落とす機能を有すること

2-1-2 傾斜磁場ｼｽﾃﾑについては、以下の要件を満たすこと

2-1-2-1 最大傾斜磁場強度は、X/Y/Z 3軸それぞれで35mT/m以上であること

2-1-2-2

2-1-2-3 低ｱｺｰｽﾃｨｯｸﾉｲｽﾞ設計となっていること

2-1-2-4

2-1-2-5

2-1-3 RFｼｽﾃﾑおよびRFｺｲﾙについては、以下の要件を満たすこと

2-1-3-1

2-1-3-2 最大同時受信ﾁｬﾝﾈﾙ数(同時接続数ではない)は64ch以上あること

2-1-3-3

2-1-3-4 円背患者に対応するために頭頚部ｺｲﾙは角度を付けて取り付けられるようにすること

2-1-3-5 24素子以上の寝台内蔵型全脊椎用ｺｲﾙを有すること

2-1-3-6

2-1-3-7 8素子以上の両側乳房撮像用ｺｲﾙを有しFeet Firstで検査が可能であること

2-1-3-8

2-1-3-9

2-1-3-10

2-1-3-11 全てのｺｲﾙを収納可能な市販または自社製の棚もしくはｶｰﾄを有すること

8素子以上の手関節用専用ｺｲﾙを有すること

ZeroTEを用いたRadial収集法により、静音可能で、MR対応ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄの場合金属ｱｰﾁﾌｧｸﾄの影響を低減し
た骨ｲﾒｰｼﾞが撮像可能であること｡また、当該撮像法の最短TEは20μsec以下であること｡不可の場合、
骨ｲﾒｰｼﾞが撮像可能であることに加え、金属の有無を確認するため壁据付型磁性体探知装置を有するこ
と

ﾃﾞｰﾀ受信機構において、ｺｲﾙで得られたｱﾅﾛｸ信゙号は、ｶﾞﾝﾄﾘ部てもしくはｺｲﾙ部でﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号に変換され
ていること

16素子以上の単独の頭頚部用ｺｲﾙを有すること

16素子以上のINCAﾜｲﾔｰを搭載したｺｲﾙ素子間干渉のない腹部用ｺｲﾙを有すること｡不可の場合、腹部用の
ｺｲﾙを2式以上有すること

大きさの異なる20素子以上のINCAﾜｲﾔｰを搭載したｺｲﾙ素子間干渉のない全身に対応するﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｺｲﾙを有
すること｡不可の場合、16素子以上の膝関節用専用ｺｲﾙ、8素子以上の肩関節ｺｲﾙ、16素子以上の足関節
専用ｺｲﾙを有し、ｺｲﾙの同時使用の幅を広げるため、最大同時受信ﾁｬﾝﾈﾙ数(同時接続数ではない)を128
素子以上とすること

固定性を高めるようﾊｰﾄﾞﾀｲﾌﾟを含む足関節や膝関節などに対応する専用のﾎﾟｼﾞｼｮﾅｰを2種類以上有する
こと

２．機器の仕様

静磁場の均一度は、40cmDSVにおいて0. 33ppm以下であること｡不可の場合、1次および2次成分を補正
可能なﾊｲｵｰﾀﾞｰｼﾑ(5ch以上)もしくは、液体ﾍﾘｳﾑ使用量が10ﾘｯﾄﾙ以下のﾏｸﾞﾈｯﾄを有すること

被験者の検査快適性を向上するため、3Dﾗｼﾞｱﾙ法をﾍﾞｰｽとしたﾃﾞｰﾀ収集法によりMR検査室環境音に対し
て+3dB以下の騒音しか発生させない撮像法を有すること｡また、当該撮像法の最短TEは20μsec以下で
あること｡不可の場合、KOBATEL社のANC騒音ｷｬﾝｾﾙﾍｯﾄﾞﾎﾝを有すること

ｶﾞﾝﾄﾘ両側にﾓﾆﾀを有し、患者の生体情報、接続ｺｲﾙなどを表示可能な機能を有すること

最大傾斜磁場強度使用時の最大ｽﾘｭｰﾚｲﾄは、3軸それぞれで140mT/m/ms以上であること



2-1-4 患者ﾃｰﾌﾞﾙについては、以下の要件を満たすこと

2-1-4-1 患者ﾃｰﾌﾞﾙの最大耐荷重は200kg以上あり、ﾃｰﾌﾞﾙ上下動及び水平移動が行えること

2-1-4-2

2-1-4-3

2-1-5 制御ｼｽﾃﾑについては、以下の要件を満たすこと

2-1-5-1 ﾒｲﾝｺﾝﾋﾟｭｰﾀはｸﾛｯｸ周波数3.6GHz相当以上であること

2-1-5-2

2-1-5-3

2-1-5-4

2-1-5-5

2-1-6 本体操作ｺﾝｿｰﾙについては、以下の要件を満たすこと

2-1-6-1

2-1-6-2 撮像と読影及び画像処理の並行処理が可能であること

2-1-6-3 ﾀｰｹﾞｯﾄMIPは、ﾌﾘｰﾊﾝﾄﾞにて任意の領域設定が行えること

2-1-6-4

2-1-6-5

2-1-6-6 2D流速測定ｼｰｹﾝｽで撮像した画像から、流速解析が可能であること

2-1-6-7

2-1-6-8 ADC、eADC、FA、ﾌｧｲﾊﾞｰﾄﾗｸﾄｸﾞﾗﾌｨｰの描出機能を有すること

2-1-6-9

2-1-6-10

2-1-6-11 ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ画像からTICが本体ｺﾝｿｰﾙ上で作成可能であること

2-1-6-12

2-1-6-13

2-1-7 撮像及び処理機能については、以下の要件を満たすこと

2-1-7-1 基本的撮像及び処理機能については、以下の要件を満たすこと

2-1-7-2

2-1-7-3 最小撮像視野は、10mm以下であること

2-1-7-4 最大撮像視野は、500mm以上であること

2-1-7-5 128×128の3D撮像の最短TEは0.23msec以下であること

2-1-6-1から2-1-6-11までの仕様が満たせない場合は、画像処理用の独立型ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝを有し対応可能
とすること

撮像中に検査を中断するﾎﾟｰｽﾞ機能を有し、患者に声掛けなどをした後に残りの撮像を続きから再開可
能であること｡不可の場合、検査効率向上のため、心拍同期撮像可能な非接触式ｾﾝｻｰが内臓されている
腹部用のｺｲﾙを有すること

k空間ﾌｨﾙﾀを使用せずﾛｰﾃﾞｰﾀ全体を教師ﾃﾞｰﾀとしたﾃﾞｨｰﾌﾟﾗｰﾆﾝｸﾞｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑにより、ﾉｲｽﾞﾘﾀﾞｸｼｮﾝ、ｱｰﾁﾌｧ
ｸﾄﾘﾀﾞｸｼｮﾝ、画像尖鋭度向上が可能であること｡FSE、GRE、EPIへの対応、および体動補正法や3Dｼｰｹﾝｽ
にも適応可能であること｡不可の場合、画質向上のためAZE Virtual Place iNoirを1式有すること

外部画像記憶装置として、DVDﾄﾞﾗｲﾌﾞを有すること。もしくはUSB接続したHDD等にDICOM形式で画像保
存可能であること

最大値投影法(以下｢MIP｣)、最小値投影法(以下｢MinIP｣)、多断面再構成(以下｢MPR｣)処理、ﾎﾞﾘｭｰﾑﾚﾝﾀﾞ
ﾘﾝｸﾞ(以下｢VR｣)処理、ｶｰﾌﾞﾄﾞﾘﾌｫﾒｰｼｮﾝ処理が撮像と並行して操作ｺﾝｿｰﾙ上で行えること

操作ｺﾝｿｰﾙでのMIP画像作成において、3次元画像上及び2次元画像上にてﾏｳｽを長押しすることで、2種
類のﾘｰｼﾞｮﾝｸﾞﾛｰｲﾝｸﾞ法にて太い血管、微細血管などを各々選択的に自動抽出する機能を有すること

別々に撮像された連続部位画像をつなぎ合わせる機能を有すること｡また、重ね合わせ後に全体のｳｨﾝ
ﾄﾞｳ調整、白黒反転などの基本画像処理が可能であること

Qp/Qsの解析が本体ｺﾝｿｰﾙ上で可能であること

造影ﾊﾟﾌｭｰｼﾞｮﾝ画像からTTP,MTT,rCBV等の解析およびAIF(Artery input function)を用いた解析が本体
ｺﾝｿｰﾙ上で可能であること

最低ﾃｰﾌﾞﾙ高は49cm以下であること｡不可の場合、非磁性体の手すり付きの踏み台を有すること

ｶﾞﾝﾄﾘ側のﾌｯﾄﾍﾟﾀﾞﾙにて昇降が可能であること｡不可の場合、検査ｽﾙｰﾌﾟｯﾄ向上のため、非磁性ｽﾄﾚｯﾁｬｰ
と車いすを2式有すること

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ(OS)が、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｳｨﾙｽに強いLinux方式であること｡不可の場合、常にｳｲﾙｽ対策を行い、定
期的に最新のﾊﾞｰｼﾞｮﾝへｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄすること｡ｳｨﾙｽに感染した場合は適切な対応を行うこと

ｲﾒｰｼﾞﾌﾟﾛｾｯｻ(HDやSSDではない)は、主記憶容量が96GB以上であること｡不可の場合、1T以上の画像保存
用中間ｻｰﾊﾞを有すること

画像計算時間(256×256ﾏﾄﾘｯｸｽ100%FOV)は、1秒間に60,000枚以上であること｡不可の場合、画像処理を
迅速に行うためにｾｶﾝﾄﾞｺﾝｿｰﾙを用意すること

非造影ﾊﾟﾌｭｰｼﾞｮﾝのｶﾗｰCBFﾏｯﾌﾟと構造画像とのﾌｭｰｼﾞｮﾝが操作ｺﾝｿｰﾙ上で可能であること



2-1-7-6 128×128の3D撮像の最短TRは0.8msec以下であること

2-1-7-7 256×256の3D撮像の最短TEは0.32msec以下であること

2-1-7-8 256×256の3D撮像の最短TRは1.1msec以下であること

2-1-7-9 周波数選択式の脂肪抑制法を有すること

2-1-7-10 2ﾎﾟｲﾝﾄDIXON法が使用可能であること

2-1-7-11

2-1-7-12 水選択励起法を有すること

2-1-7-13 TOF法、PC法を用いたMRｱﾝｷﾞｵｸﾞﾗﾌｨが撮影可能であること

2-1-7-14 IRﾊﾟﾙｽを併用した体幹部非造影MRAが可能であること

2-1-7-15 非造影下肢MRAが可能であること

2-1-8 高速撮像法については、以下の要件を満たすこと

2-1-8-1 2D及び3Dの高速ｽﾋﾟﾝｴｺｰ法が可能であること

2-1-8-2

2-1-8-3 3D高速ｽﾋﾟﾝｴｺｰ法にMSDEﾊﾟﾙｽが併用可能であること

2-1-8-4

2-1-8-5

2-1-8-6

2-1-8-7 磁化率の影響を強調するﾏﾙﾁｴｺｰ収集型3D磁化率強調画像を有すること

2-1-8-8 3Dｸﾞﾗｼﾞｴﾝﾄｴｺｰ法によるﾀﾞｲﾅﾐｯｸ3D撮像が可能であること

2-1-8-9

2-1-8-10

2-1-8-11

2-1-8-12

2-1-8-13

2-1-8-14

2-1-8-15

2-1-9 ｱｰﾁﾌｧｸﾄ抑制のための撮像機能については、以下の要件を満たすこと

2-1-9-1

2-1-9-2

kｽﾍﾟｰｽ上の補正ﾃﾞｰﾀを用いたSMASH法をﾍﾞｰｽとしたﾊﾟﾗﾚﾙ撮像法が可能であること。もしくは圧縮ｾﾝｼﾝ
ｸﾞ技術にﾊﾟﾗﾚﾙ再構成を組み込んだ撮像が可能であること

圧縮ｾﾝｼﾝｸﾞの技術を応用した3D高速撮像がMRA、MRCP、3DFSE法、3Dﾀﾞｲﾅﾐｯｸ撮像、DIXON法および定常
状態ｼｰｹﾝｽなど適用可能な部位で全て使用可能であること

k空間をBLADEの回転により充填する体動補正が可能であり、部位、断面の方向によらず撮像可能であ
ること｡BLADEをﾏﾙﾁｼｮｯﾄ化することでTRの短いT1WIなどにも適用可能であること

3D撮像においてﾌﾟﾚﾊﾟﾙｽによって動きを検出し、補正や同期ができる撮像が可能であること。もしくは
3D撮像における動き補正に圧縮ｾﾝｼﾝｸﾞ技術が入併用可能で、ﾃﾞﾉｲｽﾞと高速化が可能であること

心電図同期、脈波同期、呼吸同期、ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰｴｺｰによる横隔膜同期が可能であること｡心電図、脈波、
呼吸との同期ﾃﾞﾊﾞｲｽは無線ﾀｲﾌﾟを有すること

機械学習を用いて横隔膜同期のﾄﾗｯｶｰ設定個所を装置が自動的に決定可能であること｡不可の場合、患
者に呼吸同期ﾃﾞﾊﾞｲｽを装着せずに、外部ｾﾝｻｰや赤外線ｶﾒﾗによる呼吸同期機能を有すること

造影ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ検査において撮像ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙを任意に設定可能であること。またｵｰﾄﾎﾞｲｽでは録音機能がある
こと

前述の撮像法と併用して、関心領域への造影剤到達を自動検知し、自動的にｽｷｬﾝが開始可能であるこ
と。もしくは造影剤の到達状況をﾘｱﾙﾀｲﾑに画像化して最適なﾀｲﾐﾝｸﾞで撮像が開始可能であること

ﾊﾟﾗﾚﾙｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞが併用可能な乳腺ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ3D撮像ｼｰｹﾝｽを有すること｡また、自動ｻﾌﾞﾄﾗｸｼｮﾝにて画像を再
構成可能であること

ﾊﾟﾗﾚﾙｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ法はｺｲﾙの感度ﾏｯﾌﾟを利用したSENSE法と時間方向のﾃﾞｰﾀの間引きを行う手法が使用可能
であること

3ﾎﾟｲﾝﾄDIXON法(In Phase、Opposed Phase以外のﾀｲﾐﾝｸﾞのTEも含む)が可能であること｡不可の場合、磁
場歪み抑制PadのNeck3種、Back、Chest、Knee、Elbow、Handを1式有すること

3D高速ｽﾋﾟﾝｴｺｰ法にDIXON法が併用可能であること。もしくは3D高速ｸﾞﾗｼﾞｴﾝﾄｴｺｰ法にDIXON法が併用可
能であること

3D高速ｽﾋﾟﾝｴｺｰ法にｵｰﾊﾞｰｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ法を用いずに折り返しｱｰﾁﾌｧｸﾄのない局所撮像が可能であること

定常状態ｼｰｹﾝｽにて、FID, SE, STEを同時に収集する手法が2Dおよび3Dで可能であること



2-1-9-3

2-1-9-4

2-1-9-5

2-1-10 EPI法による撮像機能については、以下の要件を満たすこと

2-1-10-1 ｼﾝｸﾞﾙｼｮｯﾄEPI及びﾏﾙﾁｼｮｯﾄEPIが可能であること

2-1-10-2 拡散強調画像(ﾃﾞｨﾌｭｰｼﾞｮﾝ･ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ)をｼﾝｸﾞﾙｼｮｯﾄEPI法にて撮像可能であること

2-1-10-3

2-1-10-4

2-1-10-5

2-1-10-6

2-1-10-7 Multi-b valueにおいて、16個以上のb値の設定可能であること

2-1-10-8 2つ以上の実測したb値の画像ﾃﾞｰﾀから、より高いb値の画像を計算可能であること

2-1-10-9

2-1-10-10

2-1-11 その他の撮像機能については、以下の要件を満たすこと

2-1-11-1

2-1-11-2 ﾌﾟﾛﾄﾝMRS撮影が可能であり、ｼﾝｸﾞﾙﾎﾞｸｾﾙ及びCSI (2D、3D)が行えること

2-1-11-3 関節軟骨変性病変をｶﾗｰで視覚化可能なT2ﾏｯﾌﾟの撮像と作成が可能であること

2-1-11-4 6point Dixon法を用いて肝臓のﾌｧｯﾄﾌﾗｸｼｮﾝ解析機能を有すること

2-1-11-5

2-1-11-6 心筋ｼﾈ撮像が可能であること

2-1-11-7

2-1-11-8 2D遅延造影、PSIR法を用いた遅延造影検査が可能であること

2-1-11-9 心電同期したBlack blood法の撮像が可能であること

2-1-11-10

2-1-11-11 非造影による3D冠状動脈撮像が可能であること

2-1-11-12 心筋のT1ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ、T2ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ、T2*ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞが可能であること

DTI画像を用いてﾄﾗｸﾄｸﾞﾗﾌｨ解析が可能であり、本体ｺﾝｿｰﾙにて神経線維路を描出可能であること｡ま
た、 Single ROI及びMulti ROI設定によるﾌｧｲﾊﾞｰﾄﾗｯｷﾝｸﾞｲﾒｰｼﾞの作成が可能であること

3Dの非造影脳ﾊﾟﾌｭｰｼﾞｮﾝが可能であり、pCASL法にてﾗﾍﾞﾘﾝｸﾞを行うこと｡また歪みを最小限に抑えるた
めﾃﾞｰﾀ収集法は歪みの影響が少ないSpiral型高速SE法であること｡不可の場合、診断精度向上のためJ-
MAC社のPMAneoを10年間のﾗｲｾﾝｽ料を含めて提案をすること(保守費用の増額を避けるため)

撮像後にTR/TE/TIを変化させ画像再構成することで一度の撮像のみでT1WI、T2WI、FLAIR、PDWI、
STIR、など複数のｺﾝﾄﾗｽﾄ画像が本体で作成可能であり、T1値やT2値の計測も可能な機能を有するこ
と。不可の場合、対応可能なﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝを1式有すること

心筋ｼﾈ撮像においては不整脈や状態の悪い患者対策として、ﾃﾞｨｰﾌﾟﾗｰﾆﾝｸﾞによる技術を用いた高速化
で1心拍にてｼﾈを収集できる撮像法が可能であること｡不可の場合、心臓ｼﾈ撮像に対応した圧縮ｾﾝｼﾝｸﾞ
もしくはAIRS MEDICAL社のｻﾌﾞｽｸ型ﾃﾞｨｰﾌﾟﾗｰﾆﾝｸﾞ画像再構成SwiftMRを提案すること

遅延造影検査において、1回のｽｷｬﾝでTIの異なる複数の画像を取得し最適なTI値を検索可能な機能を有
すること

脂肪抑制を併用した3次元T1ｸﾞﾗﾃﾞｨｴﾝﾄｴｺｰ法は、ﾋﾞｭｰｼｪｱﾘﾝｸﾞを用いて時間分解能を高めることが可能
であること｡また、K空間のﾗﾝﾀﾞﾑｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞもしくはﾗﾃﾞｨｱﾙｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞを用いて自由呼吸下撮像が可能であ
ること

1回の撮像の中で、B0の位相ｴﾝｺｰﾄﾞの極性を変えた2種類のﾃﾞｰﾀを収集し、その歪具合からDWI画像の歪
補正が可能であること

k空間の位相ｴﾝｺｰﾄﾞ方向にｾｸﾞﾒﾝﾄし歪低減できるﾏﾙﾁｼｮｯﾄ法を用いた拡散強調画像法を有すること｡呼吸
に同期させて上腹部にも使用可能であること

2D RF Excitationをﾍﾞｰｽとする局所励起法を用いてSmall FOVにおいて折り返しのない高分解能な拡散
強調画像、ﾃﾞｨﾌｭｰｼﾞｮﾝﾃﾝｿﾙ画像が撮像可能であること

拡散強調画像において3軸同時印可が可能であり、また3軸同時印可にて4方向への軸への印可が可能で
あること

300軸以上にて拡散ﾃﾝｿﾙ画像(DTI)を撮像し、Fractional Anisotropy (FA) mapの表示が可能であるこ
と

ｼﾝｸﾞﾙｼｮｯﾄではないk空間をBLADEの回転により充填する高速SE法による拡散強調画像の取得が可能であ
ること｡不可の場合、歪み補正が可能で拡散強調画像の撮像が可能であること｡不可の場合は、磁化率
の補正のためﾋﾞｰｽﾞを封入したｸｯｼｮﾝを異なるｻｲｽﾞで4種類有すること

Golden Angleの間隔でﾗｼﾞｱﾙ上にﾃﾞｰﾀ収集し体動抑制が可能なﾀﾞｲﾅﾐｯｸ3D撮像が可能であること



2-1-12 撮像支援機能については、以下の要件を満たすこと

2-1-12-1

2-1-12-2

2-1-12-3

2-1-12-4

２－２ ﾈｯﾄﾜｰｸ接続については、以下の要件を満たすこと

2-2-1 本院の指定するﾈｯﾄﾜｰｸ、RIS･PACS･WSおよび検像端末へ接続をすること

２－３ 周辺機器は、以下の要件を満たすこと

2-3-1

2-3-2 ｽﾀﾝﾄﾞ型またはｹﾞｰﾄﾀｲﾌﾟの磁性体検知器を有すること

2-3-3 非磁性体製 点滴ｽﾀﾝﾄﾞ付きの車椅子を有すること

2-3-4 非磁性体製 ｽﾄﾚｯﾁｬｰを有すること

2-3-5 非磁性体製 点滴ｽﾀﾝﾄﾞを有すること

2-3-6 造影MRI検査を安全で正確に行うためのMRI用ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰを有すること

2-3-7 患者用MRｵｰﾃﾞｨｵとﾍｯﾄﾞﾌｫﾝを有すること

2-3-8 待合室監視ﾓﾆﾀを有すること

2-3-9 本院と協議のうえ最適な収納棚等を手配すること

2-3-10 頭部固定用のﾊﾟｯﾄﾞを有すること

2-3-11 体幹部固定ﾍﾞﾙﾄを有すること

2-3-12 RF遮断ｼｰﾄを有すること

2-3-13 移動用ｼｰﾄを有すること

2-3-14 磁場均一性の改善器具を有すること。もしくはｴﾝｼﾞﾆｱにて調整可能であること

2-3-15 MRI安全性ﾋﾞﾃﾞｵを有すること

2-3-16 待合室へMR検査説明用ﾃﾚﾋﾞを有すること

2-3-17 電子ｶﾙﾃ用端末PCを有すること

2-3-18 検像端末を有すること

2-3-19 製品ﾊﾟﾈﾙを有すること

2-3-20 性能評価用のﾌｧﾝﾄﾑを有すること

2-3-21 机･椅子を当院と協議し準備すること

２－４ 設置場所・設置要件は、以下の要件を満たすこと

2-4-1 MRI装置設置に関して必要な改修工事を行うこと

2-4-2

2-4-3

2-4-4

２－５ 導入に伴う稼働準備及び運用・教育体制に関すること

2-5-1 本院関係者への教育訓練を行うこと

2-5-2 その後必要に応じて派遣または電話対応等の体制を確保すること

頭部撮像において、ﾃﾞｨｰﾌﾟﾗｰﾆﾝｸﾞｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑもしくは機械学習を用いた撮像断面の自動位置決め機能を
有すること

膝関節撮像において、ﾃﾞｨｰﾌﾟﾗｰﾆﾝｸﾞｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑもしくは機械学習を用いた撮像断面の自動位置決め機能
を有すること

乳房撮像において、両側乳房に対して個別ｼﾑを設定し脂肪抑制効果を高める機能を有すること。もし
くは両乳房の形状に沿ったｼﾑを自動設定し脂肪抑制効果を高める機能を有すること

ﾘﾓｰﾄﾒﾝﾃﾅﾝｽ機能を有すること

撮像の位置決めは、同時に3方向以上の画像が連動して、任意のｽﾗｲｽ位置決めが行えること

患者生体ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ装置を有し、ｶﾌﾟﾉﾒｰﾀが計測可能であること

非常口の設置、更衣室・ﾄｲﾚを移設すること

救急時に放射線技師室へ呼出しが可能なようﾎﾞﾀﾝ等を設置すること



３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

故障発生時には、速やかな対応ができる体制であること

納入から1年経過のち次の3月31日までは無償保証・点検を実施すること

既存機器の撤去、新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含むこと

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって、当院の担当者と十分協議をおこなうこと

本装置の搬入、設置、調整等は当院の指示のもとに実施すること

当院が指定した場所に本装置を設置し、運転調整をおこなうこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の稼動にあたっては、当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に、関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

３．その他

入札時点で製品化されており、「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること



１－１ 1式

１－２ 1式

１－３ 1式

１－４ 1式

１－５ 1式

１－６ 1式

１－７ 1式

１－８ 1式

１－９ 1式

１－１０ 1式

１－１１ 1式

１－１２ 1式

１－１３ 1式

１－１４ 1式

１－１５ 1式

１－１６ 1式

１－１７ 1式

１－１８ 1式

１－１９ 1式

１－２０ 1式

１－２１ 1式

１－２２ 1式

１－２３ 1式

１－２４ 1式

１－２５ 1式

１－２６ 1式

１－２７ 1式

１－２８ 1式

１．機器の構成(一式の構成)

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 中央放射線室

　調達機器名 血管撮影装置 一式

血管撮影装置 本体

50ｲﾝﾁｶﾗｰ液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ + 液晶ﾓﾆﾀ2台

低線量撮影技術機能

検査室用情報統合ｼｽﾃﾑ

DVDﾗｲﾀｰ

血管解析機能

操作室用ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝﾓｼﾞｭｰﾙ

操作室用ﾌｯﾄｽｲｯﾁ

ﾜｲﾔﾚｽﾌｯﾄｽｲｯﾁ(ﾓﾉﾌﾟﾚｰﾝ用)

ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝﾓｼﾞｭｰﾙ拡張機能

臨床画像の表示・操作機能

操作室用ｺﾝﾄﾛｰﾗ

寝台旋回機能、寝台固定機能

患者側位ｱｰﾑｻﾎﾟｰﾄ(左右ｾｯﾄ)

ｶｰﾎﾞﾝ製X線透過型手台

ﾃｰﾌﾞﾙ取付式放射線ｼｰﾙﾄﾞ

ﾊﾟﾝﾊﾝﾄﾞﾙ

天井吊放射線ｼｰﾙﾄﾞ

天井吊放射線ｼｰﾙﾄﾞ用ﾌﾞﾗｹｯﾄ

ｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ

ﾘｱﾙﾀｲﾑ3D再構成機能

3D-RAと透視画像を重ね合わせた3Dﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ

3D用解析ｿﾌﾄ

異なる2つの3Dﾃﾞｰﾀの同時観察・解析機能

ﾏﾙﾁﾓﾀﾞﾘﾃｨﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ機能

ｺｰﾝﾋﾞｰﾑCT撮影機能

ｵﾌｾｯﾄｺｰﾝﾋﾞｰﾑCT(SoftTissue)

金属ｱｰﾁﾌｧｸﾄ軽減機能



１－２９ 1式

１－３０ 1式

１－３１ 1式

１－３２ 1式

１－３３ 1式

１－３４ 1式

１－３５ 1式

１－３６ 1式

１－３７ 1式

１－３８ 1式

１－３９ 1式

１－４０ 1式

１－４１ 1式

１－４２ 1式

１－４３ 1式

１－４４ 1式

１－４５ 1式

１－４６ 1式

１－４７ 1式

１－４８ 3式

１－４９ 1式

１－５０ 1式

１－５１ 1式

２－１ 血管撮影装置については、以下の要件を満たすこと

2-1-1 X線高電圧装置は、以下の要件を満たすこと

2-1-1-1 制御方式はｲﾝﾊﾞｰﾀ方式であり最大出力は100kW以上であること

2-1-1-2 撮影条件設定は、撮影管電圧、管電流とも自動設定が可能であること

2-1-2 保持装置は、以下の要件を満たすこと

2-1-2-1 全身の検査が可能なｼｽﾃﾑで、設置方式は天井走行式または床置式であること

2-1-2-2 患者左右方向からのｱﾌﾟﾛｰﾁが可能であること

2-1-2-3 ｱｰﾑの奥行きは90cm以上であること

2-1-2-4 RAO 130ﾟ以上、LAO 120ﾟ以上の回転範囲を有すること

ｺｰﾝﾋﾞｰﾑCTを用いた塞栓手技支援機能

IWﾊｰﾄﾞｳｪｱ

生体波形表示機能

ﾌﾘｰﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞ機能

炭酸ｶﾞｽ造影時の加算表示機能

回転撮影機能

DSA画像をﾏｽｸとしたﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ機能

透視と透視、透視とﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟを同時表示する機能

CV用ﾄﾗﾝｽ100kVA

ﾌﾟﾛﾃｸｼｮﾝ用ﾊﾝｶﾞｰ金具

透視録画ｼｽﾃﾑ

長方形ﾌﾞﾛｯｸ形(中)

頭部ｻﾎﾟｰﾄ(成人用)

Coronary用薄型ﾏｯﾄﾚｽ

机2台、椅子5脚

CPM/ﾄﾗﾝｽ結線等

ﾈｯﾄﾜｰｸ接続(PACS,MWM,WS,電ｶﾙ,動画ｻｰﾊﾞ)

IGT System Clinical Online Education

ｲﾝｼﾞｪｸﾀ

移動型ｶﾃｰﾃﾙｶｰﾄ

ﾍﾞｯﾄﾞｻｲﾄﾞﾓﾆﾀ

超音波画像診断装置

補助透視ﾓﾆﾀ

２．機器の仕様



2-1-2-5 Cr 55ﾟ、Cd 45ﾟ以上の回転範囲を有すること

2-1-2-6 安全機構が施されていること

2-1-2-7 撮影位置を設定可能なｵｰﾄﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ機構を55通り以上設定可能であること

2-1-3 正面用･側面用X線管装置は、以下の要件を満たすこと

2-1-3-1 X線管冷却方式は油冷方式または油冷および水冷の併用方式であること

2-1-3-2 2焦点を有しており、大焦点は0.8mm以下、小焦点は0.5mm以下であること

2-1-3-3 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞは液体金属であること

2-1-3-4 最大陽極蓄積熱容量が5,000KHU以上であること

2-1-3-5 陽極冷却率1,500kHU/min以上であること

2-1-4 検出器は、以下の要件を満たすこと

2-1-4-1 最大視野ｻｲｽﾞが38cm×29cm以上の半導体検出器(ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨﾃｸﾀ)を有すること

2-1-4-2 6種類以上の視野ｻｲｽﾞを選択切り替えすることが可能であること

2-1-4-3 ﾋﾟｸｾﾙｻｲｽﾞは154μm以下であること

2-1-4-4 量子変換効率(DQE)77%以上であること

2-1-4-5 濃度分解能は16bit以上であること

2-1-5 患者用寝台は、以下の要件を満たすこと

2-1-5-1 ﾃｰﾌﾞﾙﾄｯﾌﾟ長手方向の稼働範囲は120cm以上であること

2-1-5-2 ﾃｰﾌﾞﾙﾄｯﾌﾟ横手方向の稼働範囲は35cm以上であること

2-1-5-3 天板ｻｲｽﾞは280cm×45cm以上であること

2-1-5-4 耐荷重は275kg以上であること

2-1-5-5

2-1-5-6 天板は240ﾟ以上回旋が可能であること

2-1-6 検査室/操作室ﾓﾆﾀ/映像ｼｽﾃﾑは、以下の要件を満たすこと

2-1-6-1

2-1-6-2

2-1-6-3

2-1-6-4

2-1-6-5

2-1-6-6

2-1-6-7

寝台がどの位置に伸長した状態においても、補助具なしでその場で心臓ﾏｯｻｰｼﾞが可能で
あること

検査室におけるﾓﾆﾀは、50ｲﾝﾁ以上の大画面ﾏﾙﾁﾓﾆﾀ1台、27ｲﾝﾁ以上のｻﾌﾞﾓﾆﾀ2台を
有すること

大画面ﾏﾙﾁﾓﾆﾀは解像度3840×2160以上、輝度350cd/㎡以上、ｺﾝﾄﾗｽﾄ比1000:1以上である
こと

大画面ﾏﾙﾁﾓﾆﾀ前面はﾌﾟﾛﾃｸﾄｶﾞﾗｽにて保護されており、防塵･防水性能規格に準拠してい
ること｡もしくは、衝突などによる故障のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟとして検査室内にもう1台項番2-1-6-
1の大画面ﾓﾆﾀと同じ性能を有する50ｲﾝﾁ以上の大画面ﾏﾙﾁﾓﾆﾀを壁面に設置すること

検査室ｻﾌﾞﾓﾆﾀは、解像度1920×1080以上、輝度650cd/㎡以上、ｺﾝﾄﾗｽﾄ比1000:1以上であ
ること

検査室ｻﾌﾞﾓﾆﾀは、大画面ﾏﾙﾁﾓﾆﾀ上部に設置、もしくは、別途移動可能な架台に設置する
こと

検査室の大画面ﾏﾙﾁﾓﾆﾀは、天井走行式架台に設置し、長手方向、横手方向に独立してそ
れぞれ2,700mm以上移動可能であること。左側からのCｱｰﾑｱﾌﾟﾛｰﾁ時にも同様のﾓﾆﾀｾｯﾃｨﾝ
ｸﾞが可能なよう項番2-1-6-1の大画面ﾓﾆﾀ同等性能を有する50ｲﾝﾁ以上の大画面ﾓﾆﾀを両ｻｲ
ﾄﾞに設置すること

操作室のﾓﾆﾀは24ｲﾝﾁ以上3台もしくは、27ｲﾝﾁ以上2台を有すること



2-1-6-8

2-1-6-9

2-1-6-10

2-1-6-11

2-1-6-12

2-1-6-13

2-1-6-14

2-1-7 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像処理ｼｽﾃﾑは、以下の要件を満たすこと

2-1-7-1

2-1-7-2

2-1-7-3

2-1-7-4

2-1-7-5 透視保存機能を有すること｡保存方法は操作室および検査室か行えること

2-1-7-6 DA撮影は1024×1024ﾏﾄﾘｸｽ 30fr/s以上の撮影が可能であること

2-1-7-7

2-1-7-8

2-1-7-9

2-1-7-10 ECG波形ﾃﾞｰﾀを取り込みﾗｲﾌﾞ画像上に表示可能であること

2-1-7-11

2-1-7-12 CO2造影専用の撮影ﾌﾟﾛﾄｺﾙを有すること

2-1-7-13

2-1-7-14 画像保存は1024×1024ﾏﾄﾘｸｽで50,000画像以上保存可能であること

操作室のﾓﾆﾀは24ｲﾝﾁは、解像度1920×1080以上、輝度400cd/㎡以上、ｺﾝﾄﾗｽﾄ比1000:1以
上、27ｲﾝﾁﾓﾆﾀは解像度1920×1080以上、輝度650cd/㎡、ｺﾝﾄﾗｽﾄ比1000:1以上であること

映像ｼｽﾃﾑは、大画面ﾏﾙﾁﾓﾆﾀに本ｼｽﾃﾑおよび周辺機器の映像信号を16信号以上入力、8信
号以上の同時表示が可能であること｡大画面ﾓﾆﾀ付近にも入力Boxを設置し、可動式周辺
機器に対しても任意に入力可能であること

映像ｼｽﾃﾑは、大画面ﾏﾙﾁﾓﾆﾀは12種類以上のﾚｲｱｳﾄﾊﾟﾀｰﾝを有すること｡事前にﾚｲｱｳﾄ登録が
ﾕｰｻﾞｰ側でｾｯﾃｨﾝｸﾞ可能であること

映像ｼｽﾃﾑは、大画面ﾏﾙﾁﾓﾆﾀに表示された信号およびｻﾌﾞﾓﾆﾀに表示された信号を検査室お
よび操作室から手技中に任意に入れ替え操作可能であること

映像ｼｽﾃﾑは、大画面ﾏﾙﾁﾓﾆﾀに表示された装置本体および周辺機器の画面の操作を、ﾍﾞｯﾄ
ｻｲﾄﾞにてﾏｳｽ等で操作可能、もしくは、検査室において表示された装置本体および周辺
機器の画面操作を行えるｼｽﾃﾑを構築すること

映像ｼｽﾃﾑは、操作室および検査室から大画面ﾏﾙﾁﾓﾆﾀの入力された信号をｻﾌﾞﾓﾆﾀへ任意に
選択して表示可能であること

映像ｼｽﾃﾑは、検査室の大画面ﾓﾆﾀの信号を分配させて、操作室に表示させること｡表示さ
せるﾓﾆﾀｻｲｽﾞおよび設置位置は当院と協議して決定すること

ﾊﾟﾙｽ透視機能は、9段階以上設定ができ、1024×1024ﾏﾄﾘｸｽ 0.5ﾊﾟﾙｽ/秒以下、30ﾊﾟﾙｽ/秒
以上の設定が可能であること

撮影画像をﾏｽｸ画像としたﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ透視機能と透視加算によるﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ透視機能を有す
ること

X線を増やさずに、操作室、ﾍﾞｯﾄﾞｻｲﾄﾞからﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙで関心領域にﾊﾟﾝﾆﾝｸﾞ、最大5倍まで
任意ｻｲｽﾞにﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾞｰﾑが行える機能を有すること。もしくは検査室内に術者専用X線防
護ｷｬﾋﾞﾝ(ﾊﾞｲｵﾄﾛﾆｯｸｼﾞｬﾊﾟﾝ社製 ｾﾞﾛｸﾞﾗﾋﾞﾃｨ放射線防護)を2式有すること

DSA撮影は2048×1920ﾏﾄﾘｸｽ以上、1024×1024ﾏﾄﾘｸｽ 6fr/s以上の撮影が可能であること

透視中においても、並行して本体装置内のﾃﾞｰﾀのﾘﾌｧﾚﾝｽ画像作成、画像処理、閲覧がで
きること｡別途ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝに転送して実施する場合、3D処理が可能なﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝとは別に
独立して並行処理できるﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝを有すること

ECG信号をﾄﾘｶﾞﾘﾝｸﾞさせて心周期の位相と同期させた透視機能、もしくは、冠動脈4D-CT
の時間軸において、追跡、補完、位置合わせを行う事で冠動脈動態画像を表示できる機
能(Ziosoft社製PhyZiodynamics)を搭載したｱﾝｷﾞｵ室専用のｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ用のﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝを用
意すること

撮影画像の血管解析機能を有し、透視、撮影中においても操作室およびﾍﾞｯﾄｻｲﾄﾞで可能
であること

輪郭強調処理、ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整処理、ｽﾞｰﾑ等の画像処理は、操作室および検査室で実施可能
であること

ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ、ﾗｲﾌﾞ透視、ﾘﾌｧﾚﾝｽ画像の同時表示およびﾗｲﾌﾞ透視、表示機能を有すること



2-1-7-15 X線曝射に連動した透視録画装置を有すること

2-1-7-16

2-1-7-17

2-1-8 被ばく低減機能は、以下の要件を満たすこと

2-1-8-1

2-1-8-2

2-1-8-3

2-1-8-4

2-1-8-5

2-1-8-6 検査ごとの実施情報および照射履歴をRDSR形式で出力可能なこと

2-1-8-7 天井吊り下げ式防護板を有すること

2-1-8-8 寝台取り付け式防護板を有すること

2-1-9 ﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀｰﾌｪｰｽおよびｱｸｾｻﾘは、以下の要件を満たすこと

2-1-9-1

2-1-9-2 ﾃｰﾌﾞﾙﾊﾟﾝﾆﾝｸﾞ専用ｺﾝﾄﾛｰﾗを有すること

2-1-9-3

2-1-9-4

2-1-9-5

2-1-9-6

2-1-9-7 頭部固定具、患者固定ｽﾄﾗｯﾌﾟを有すること

2-1-9-8 手台、肘置きを有すること

2-1-9-9 厚さの違うﾏｯﾄﾚｽを2式有すること

DVDﾒﾃﾞｨｱへのDICOMﾌｫｰﾏｯﾄ、MPEG4、PNG形式での画像書き込みが可能なｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、もし
くは、各種ﾌｫｰﾏｯﾄに変換可能なPCを有すること

DICOM Storage (Storage SCU)/Query and Retrieve、DICOM Storage Commitment
(Storage Commitment SCU)、DICOM Modarity Worklist Management、DICOM Modarity
Performed Procedure Step、に対応すること｡接続に関しては、当院の指定先と接続す
ること

被ばく低減ﾌｨﾙﾀは3種類以上有し、最大1.0mmCueq以上の厚さであること｡または、
0.9mmCuep以上の最大厚を有し、5種類以上のﾌｨﾙﾀ組み合わせを有すること

被ばく低減ﾌｨﾙﾀは透視、撮影ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑにて、最も厚いﾌｨﾙﾀで設定した場合でも自動退避
しない常時固定挿入式であること｡または、術者およびｽﾀｯﾌの水晶体被ばくの影響を考
慮し、眼の水晶体線量計(千代田ﾃｸﾉﾙ社製DOSIRIS相当)を本院の術者、ｺﾒﾃﾞｨｶﾙ人数分有
すること

専用の低線量ﾃｸﾉﾛｼﾞｰを有し、画質を維持しつつ平均して50％以上の線量低減を実現可
能なｼｽﾃﾑを有すること。線量低減に関しては15以上の医学論文(文献引用影響率を有す
る)にて報告されていること。もしくは、ﾖｳ素・鉄・ﾌﾟﾗﾁﾅ・ﾊﾞﾘｳﾑ・ﾀﾝﾀﾙ・軟部組織・
炭酸ｶﾞｽなどの特定の材質の視認性を向上機能として各材質特有のX線吸収特性を考慮し
たX線ｽﾍﾟｸﾄﾙを形成のために5種類以上のﾊﾟﾗﾒｰﾀの調整が可能な機能を有すること

ﾗｽﾄｲﾒｰｼﾞ上に次のX線照射ｴﾘｱがｸﾞﾗﾌｨｯｸ表示され、ﾃｰﾌﾞﾙ移動や視野ｻｲｽﾞ変更と連動する
機能を有すること

手技中のIVR基準点におけるﾘｱﾙﾀｲﾑ空気ｶｰﾏ率、累積空気ｶｰﾏ、および累積面積線量を検
査室、操作室に表示すること｡空気ｶｰﾏの算出方法は術者の散乱線増加を考慮し、面積線
量計を使用せず計算値にて算出ができること｡面積線量計が必要な場合、面積線量計に
よる散乱線を計測するためにそれぞれのｽﾀﾝﾄﾞ用にX線QAｱﾅﾗｲｻﾞ(ｱｸﾛﾊﾞｲｵ社製Piranha)を
2台備え、散乱線分布図作成ｿﾌﾄｳｪｱおよびPCを有すること

検査室、操作室にそれぞれｱｰﾑ操作およびﾃｰﾌﾞﾙ操作ｺﾝﾄﾛｰﾗ、ｺﾘﾒｰｼｮﾝ等の操作ｺﾝﾄﾛｰﾗを
搭載すること

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙｺﾝﾄﾛｰﾗを検査室、操作室に装備すること

透視・撮影画像へのﾏｰｷﾝｸﾞ機能を備え、ﾏｰｶｰを透視上に表示可能であること。またはﾂｰ
ﾙにて描画したﾗｲﾝを透視上に表示可能であること。仕様を満たさない場合には他社製品
での対応も可能とする

撮影済み画像および参照画像からﾜﾝﾎﾞﾀﾝで、Cｱｰﾑ/SID/寝台上下位置を再現可能な機能
を有すること

検査室、操作室内にﾌｯﾄｽｲｯﾁを有すること｡さらに検査室にはﾜｲﾔﾚｽﾌｯﾄｽｲｯﾁも有すること



2-1-9-10 天井懸垂式LEDｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄを有すること

2-1-9-11 ｶｰﾎﾞﾝ製延長天板を有すること

2-1-9-12 患者生体情報をﾓﾆﾀに映し出すこと、及び電子ｶﾙﾃに記録を送信すること

2-1-9-13

2-1-9-14

2-1-10 血管内治療支援ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは、以下の要件を満たすこと

2-1-10-1

2-1-10-2

2-1-10-3

2-1-10-4 3D画像を用いた血管解析、距離計測、体積計測機能を有すること

2-1-10-5

2-1-10-6

2-1-10-7

2-1-10-8 ｺｰﾝﾋﾞｰﾑCT画像の金属ｱｰﾁﾌｧｸﾄ低減機能を有すること

2-1-10-9

2-1-11 その他、以下の要件を満たすこと

2-1-11-1

2-1-11-2

2-1-11-3

2-1-11-4

2-1-11-5

2-1-11-6

2-1-11-7

2-1-11-8

2-1-11-9

2-1-11-10

2-1-11-11

2-1-12

2-1-12-1

超音波画像診断装置は当院の指定する装置とすること、ﾌﾟﾛｰﾌﾞは2種類(ﾘﾆｱ・ｺﾝﾍﾞｯｸｽ)
を有すること

外付け透視用ﾓﾆﾀを追加すること

3D再構成、解析操作を行えるﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝを有し、操作室ﾓﾆﾀ、検査室ﾏﾙﾁﾓﾆﾀへ表示および
ﾏｳｽ、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ操作が行えるｼｽﾃﾑを構築すること

患者頭側および患者左側設置による高速回転、もしくは、ﾊﾞｲﾌﾟﾚｰﾝ高速回転での回転撮
影画像による3D血管撮影機能を有すること

3D血管画像と透視画像の重ね合わせによる3Dﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ機能を有しすること｡患者の体動
に自動追従する機能、もしくは、患者固定強化のためのﾒﾃﾞｨｶﾙｴｷｽﾊﾟｰﾄ社製RAS-570
eccent dualを有すること

患者頭側、患者左側、患者右側設置による高速回転撮影画像によるｺｰﾝﾋﾞｰﾑ撮影機能を
有すること。もしくは自走式CTを搭載すること

多相ｺｰﾝﾋﾞｰﾑCT撮影が行えること｡2つ以上のﾃﾞｰﾀの同時観察が行えること

ｺｰﾝﾋﾞｰﾑCT撮影は肝臓撮影用にLAO55°からRAO185°の回転範囲で撮影できる機能、もし
くは、ｺｰﾝﾋﾞｰﾑCTを用いた血液量3Dｶﾗｰﾏｯﾌﾟ機能として肝実質血液量の評価が可能である
こと

設置場所・設置要件は、以下の要件を満たすこと

血管撮影装置設置に関して必要な改修工事を行うこと

ｺｰﾝﾋﾞｰﾑCT画像から腫瘍をｾｸﾞﾒﾝﾃｰｼｮﾝし、栄養血管候補を自動で抽出する機能を有する
こと

装置導入後、5年間、ｼｽﾃﾑのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ、OS、ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾌﾄｳｪｱは、常時新しいﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
に無償でｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄすること｡また、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟに伴い、装置ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀ等のﾊｰﾄﾞｳｪｱPC
の交換が必要である場合、無償交換し装置の安定化を図ること

製品は、再生品や再利用部材(ﾘﾀｰﾅﾙﾊﾟｰﾂ)などを使ったﾘﾌｧｰﾋﾞｯｼｭ製品、もしくはそれに
準ずる製品ではない新品であること

ﾘﾓｰﾄﾒﾝﾃﾅﾝｽ機能を有すること

内視鏡洗浄設備の移設を行うこと

感染症に対応する換気扇を設置すること

検査室及び操作室にｴｱｺﾝを設置すること

洗浄用流し台を設置すること

患者説明用ﾊﾟﾈﾙを有すること

検査室内にｵｰﾃﾞｨｵ装置を設置すること

検査室内の照明は調光機能を有すること

患者監視用ｶﾒﾗ(ｽﾞｰﾑ機能付き　2式)を備えること



３－１

3-1-1

3-1-2 本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって、当院の担当者と十分協議をおこなうこと

3-1-3

3-1-4 ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9 装置引き渡しから令和9年3月31日までは無償保証・点検を実施すること

3-1-10

3-1-11

当院が指定した場所に本装置を設置し、運転調整をおこなうこと

３．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており、「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保
等に関する法律」の承諾を得た機器であること

本装置の搬入、設置、調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては、当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に、関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には、速やかな対応ができる体制であること

既存機器(X線透視装置)の撤去、新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係
わる費用を含むこと

関係法令の手続きを行うこと



１－１ 1本

１－２ 1本

１－３ 1本

１－４ 1台

１－５ 1本

１－６ 1本

１－７ 1本

１－８ 1本

１－９ 1個

１－１０ 1個

２－１ 上部ﾋﾞﾃﾞｵｽｺｰﾌﾟAは、以下の要件を満たすこと

2-1-1 視野角は、通常観察時、近接観察時ともに140ﾟ以上であること

2-1-2 視野方向は、0ﾟ(直視)であること

2-1-3 観察深度は、通常観察時3-100mm以上、近接観察時1.5-5.5mm以上であること

2-1-4 挿入部の軟性部外径は、φ9.6mm以下であること

2-1-5 挿入部の有効長は、1,030mm以上であること

2-1-6 鉗子ﾁｬﾝﾈﾙの最小径は、φ2.8mm以下であること

2-1-7 鉗子ﾁｬﾝﾈﾙの最小可視距離は、内視鏡先端から3mm以下であること

2-1-8 湾曲角は、Up210ﾟ/Down90ﾟ/Right100ﾟ/Left100ﾟ以上であること

2-1-9 全長は、1,350mm以上であること

2-1-10 広範囲にﾋﾟﾝﾄの合った内視鏡画像を生成する機能を有すること

2-1-11 近点/遠点の各焦点に合った2画像以上を同時に取得することが可能であること

2-1-12 ﾎﾞﾀﾝで2段階以上のﾌｫｰｶｽ切り替え可能な機能を有すること

2-1-13 HQ画質の実現が可能なｲﾒｰｼﾞｾﾝｻを採用していること

内視鏡超音波観測装置ｿﾌﾄｳｪｱｵﾌﾟｼｮﾝ

２．構成品の仕様

内視鏡超音波観測装置

接続ｹｰﾌﾞﾙ

DFﾘﾓｰﾄｹｰﾌﾞﾙ 2m

SDIｹｰﾌﾞﾙ 2.5m

通信ｹｰﾌﾞﾙ 0.7m

ﾌｯﾄｽｲｯﾁ

　調達数量 一式

１．機器の構成(一式の構成)

上部ﾋﾞﾃﾞｵｽｺｰﾌﾟA

上部ﾋﾞﾃﾞｵｽｺｰﾌﾟB

大腸ﾋﾞﾃﾞｵｽｺｰﾌﾟ

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 消化器内科

　調達機器名 内視鏡ビデオシステム 一式



２－２

2-2-1 視野角は、140ﾟ以上であること

2-2-2 視野方向は、0ﾟ(直視)であること

2-2-3 観察深度は、3-100mm以上であること

2-2-4 挿入部の軟性部外径は、φ9.9mm以下であること

2-2-5 挿入部の有効長は、1,030mm以上であること

2-2-6 鉗子ﾁｬﾝﾈﾙの最小径は、φ3.2mm以下であること

2-2-7 鉗子ﾁｬﾝﾈﾙの最小可視距離は、内視鏡先端から3mm以下であること

2-2-8 湾曲角は、Up210ﾟ/Down120ﾟ/Right100ﾟ/Left100ﾟ以上であること

2-2-9 全長は、1,350mm以上であること

2-2-10 ﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝ対応CCDを搭載していること

２－３

2-3-1 視野角は、通常観察時170ﾟ、近接観察時160ﾟ以上であること

2-3-2 視野方向は、0ﾟ(直視)であること

2-3-3 挿入部の軟性管外径は、φ12.8mm以下であること

2-3-4 挿入部の先端部外径は、φ13.2mm以下であること

2-3-5 挿入部最大径は、φ14.9mm以下であること

2-3-6 挿入部の有効長は、1,330mm以上であること

2-3-7 鉗子ﾁｬﾝﾈﾙの最小径は、φ3.7mm以下であること

2-3-8 鉗子ﾁｬﾝﾈﾙの最小可視距離は、内視鏡先端から4mm以下であること

2-3-9 湾曲角は、Up180ﾟ/Down180ﾟ/Right160ﾟ/Left160ﾟ以上であること

2-3-10 全長は、1,655mm以上であること

2-3-11 広範囲にﾋﾟﾝﾄの合った内視鏡画像を生成する機能を有すること

2-3-12 ﾎﾞﾀﾝで2段階以上のﾌｫｰｶｽ切り替え可能な機能を有すること

2-3-13 HQ画質の実現が可能なｲﾒｰｼﾞｾﾝｻを採用していること

２－４ 内視鏡超音波観測装置は、以下の要件を満たすこと

2-4-1 寸法はW375mm×D480mm×H180mm(突起含まず)以下であること

2-4-2 質量は22kg以下であること

2-4-3 電源は100V交流、50/60Hz共用、340VAであること

2-4-4 超音波走査方式はﾒｶﾆｶﾙ走査、電子走査であること

2-4-5 LCDﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙを有すること

2-4-6 ﾄﾗｯｸﾊﾟｯﾄﾞを有し、位置とｻｲｽﾞを調整することが可能であること

2-4-7 ﾒｶﾆｶﾙ走査機能は、以下の要件を満たすこと

2-4-7-1 ﾓｰﾄﾞはBﾓｰﾄﾞを有すること

2-4-7-2 走査方式はﾗｼﾞｱﾙ走査、ﾍﾘｶﾙ走査であること

上部ﾋﾞﾃﾞｵｽｺｰﾌﾟBは、以下の要件を満たすこと

大腸ﾋﾞﾃﾞｵｽｺｰﾌﾟは、以下の要件を満たすこと



2-4-7-3 送波周波数は、12MHz、20MHzであること

2-4-7-4 表示ﾚﾝｼﾞは2、3、4、6、9、12cmﾚﾝｼﾞであること

2-4-7-5 画像の回転が可能であること

2-4-7-6 画像の表示は、全円、下半円、上半円の表示およびｽｸﾛｰﾙが可能であること

2-4-7-7 超音波画像の左右反転表示が可能であること

2-4-7-8 1,500枚以上の画像保存が条件によって可能であること

2-4-7-9 ｼﾈﾚﾋﾞｭｰ機能を有すること

2-4-7-10 3D表示、DRP表示が可能であること

2-4-7-11 距離、面積、周囲長の計測が可能であること

2-4-8 電子走査機能は、以下の要件を満たすこと

2-4-8-1 ﾓｰﾄﾞはBﾓｰﾄﾞ、FLOWﾓｰﾄﾞ、PWﾓｰﾄﾞ、CHEﾓｰﾄﾞ、ELSTﾓｰﾄﾞを有すること

2-4-8-2 走査方式はﾗｼﾞｱﾙ走査、ｺﾝﾍﾞｯｸｽ走査であること

2-4-8-3 送波周波数は、5MHz、6MHz、7.5MHz、10MHz、12MHzであること

2-4-8-4 表示ﾚﾝｼﾞは2、3、4、5、6、7、8、9、10、11、12cmﾚﾝｼﾞであること

2-4-8-5 ﾗｼﾞｱﾙ走査時の画像を回転することが可能であること

2-4-8-6

2-4-8-7 超音波画像の左右反転表示が可能であること

2-4-8-8 2,000枚以上の画像保存が条件によって可能であること

2-4-8-9 ｼﾈﾚﾋﾞｭｰ機能を有すること

2-4-8-10 s-FOCUS、ｵｰﾄ、ﾏﾆｭｱﾙの自動ﾌﾟﾘｾｯﾄが可能であること

2-4-8-11 焦点位置、焦点数の調整が可能であること

2-4-8-12

2-4-8-13

2-4-8-14 距離、面積、周囲長、PWの計測が可能であること

2-4-8-15

PWﾓｰﾄﾞは以下より選択可能であること
B+PW/COLOR+PW/POWER+PW/H-FLOW+PW

以下のTHE(ﾃｨｯｼｭﾊｰﾓﾆｯｸｴｺｰ)ﾓｰﾄﾞを有すること
OFF/THE-Pﾓｰﾄﾞ/THE-Rﾓｰﾄﾞ

画像の表示は、ﾗｼﾞｱﾙ走査時は全円、下半円、上半円の表示およびｽｸﾛｰﾙが可能である
こと。ｺﾝﾍﾞｯｸｽ走査時は固定することが可能であること

以下のFLOWﾓｰﾄﾞを有すること
COLOR-FLOWﾓｰﾄﾞ/POWER-FLOWﾓｰﾄﾞ/H-FLOWﾓｰﾄﾞ



３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

故障発生時には､速やかな対応ができる体制であること

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること

新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含むこと

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと

当院が指定した場所に本装置を設置し､運転調整をおこなうこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に､関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

３．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており､「医薬品､医療機器等の品質､有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること



１－１ 3台

１－２ 3組

１－３ 1台

１－４ 3台

１－５ 3台

１－６ 3台

１－７ 3台

１－８ 1台

１－９ 3組

１－１０ 6台

１－１１ 6枚

１－１２ 2台

１－１３ 2台

１－１４ 1台

１－１５ 1個

１－１６ 1個

１－１７ 2台

１－１８ 1個

１－１９ 1個

１－２０ 1個

１－２１ 2個

１－２２ 2個

１－２３ 2個

１－２４ 1個

１－２５ 1個

１－２６ 1個

１－２７ 1台

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 手術室

　調達機器名 手術台 一式

　調達数量 一式

１．機器の構成(一式の構成)

手術台 本体

ﾀﾞﾌﾞﾙ脚板

ｼﾝｸﾞﾙ脚板

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶｾｯﾃ格納枠 頭板

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶｾｯﾃ格納枠 背板

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶｾｯﾃ格納枠 腰板

固定式ｶｾｯﾃ格納枠 ﾀﾞﾌﾞﾙ脚板

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶｾｯﾃ格納枠 ｼﾝｸﾞﾙ脚板

ｳｲﾝｸﾞ式ｽｸﾘｰﾝ掛 固定金具付

上肢台

上肢台用ﾏｯﾄﾚｽ 100mm厚

ﾀﾞﾌﾞﾙｱｸｼｽｱｰﾑﾎﾞｰﾄﾞ 本体

ﾀﾞﾌﾞﾙｱｸｼｽｱｰﾑﾎﾞｰﾄﾞ用ﾏｯﾄﾚｽ 100mm厚

若杉氏上肢台 500mmﾀｲﾌﾟ 固定金具付

若杉氏上肢台 730mmﾀｲﾌﾟ 固定金具付

ﾍﾞｰｽﾕﾆｯﾄｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ φ20mm

ﾏﾙﾁﾀｽｸｱｰﾑﾎﾞｰﾄﾞ 固定金具付

ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｱｰﾑﾎﾞｰﾄﾞ

ｱｰﾑﾎﾞｰﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾛｯﾄﾞ

ｱｰﾑﾎﾞｰﾄﾞﾊﾟｯﾄﾞ

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ側部支持器 本体

側部ﾊﾟｯﾄﾞ 若杉

ﾚｰﾙ固定金具 小型

脚部ﾘﾊﾞｰｻﾙｱﾀﾞﾌﾟﾀ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶｾｯﾃ格納枠 脚部ﾘﾊﾞｰｻﾙｱﾀﾞﾌﾟﾀ

ﾏｯﾄﾚｽ脚部ﾘﾊﾞｰｻﾙｱﾀﾞﾌﾟﾀ

ｶｰﾎﾞﾝｴｸｽﾃﾝｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ 100cm 本体のみ



１－２８ 1枚

１－２９ 1台

１－３０ 1個

１－３１ 1枚

１－３２ 1台

１－３３ 1台

１－３４ 1個

１－３５ 4個

１－３６ 5個

２－１ 手術台は、以下の要件を満たすこと

2-1-1 ﾃｰﾌﾞﾙﾄｯﾌﾟ寸法はW500mm×L2,100mm(ﾀﾞﾌﾞﾙ脚板装着時)以上であること

2-1-2 ﾍﾞｰｽ寸法はW500mm×L1,200mm以下であること

2-1-3 質量は400kg(ﾀﾞﾌﾞﾙ脚板装着時)以下であること

2-1-4 電源はAC100-240V、50-60Hz、600VAであること

2-1-5 ﾊﾞｯﾃﾘ電源電圧はDC24Vであること

2-1-6 作動荷重は360kg以上であること

2-1-7 電動昇降範囲は、1,000～520mmの範囲以上であること

2-1-8 電動縦転角度は、頭上がり30ﾟ～頭下がり40ﾟの範囲以上であること

2-1-9 電動横転角度は、右下がり35ﾟ～左下がり35ﾟの範囲以上であること

2-1-10 電動背板屈折角度は、上がり90ﾟ～下がり40ﾟの範囲以上であること

2-1-11 電動脚板屈折角度は、上がり25ﾟ～下がり90ﾟの範囲以上であること

2-1-12 手動ﾀﾞﾌﾞﾙ脚板展開角度は、第一関節、第二関節ともに42ﾟ以上であること

2-1-13 電動ｽﾗｲﾄﾞ量は、頭方向250mm～脚方向415mmの範囲以上であること

2-1-14 電動ﾌﾚｯｸｽおよびﾘﾌﾚｯｸｽ機能を有すること

2-1-15

2-1-16 手動頭部板屈折角度は、上がり60ﾟ～下がり90ﾟの範囲以上であること

2-1-17 ｱｸｾｻﾘの組み合わせにより、さまざまな手術体位に対応可能であること

2-1-18

2-1-19 ｺﾝﾄﾛｰﾗは液晶を有し、ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞのﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示が可能であること

2-1-20 ｺﾝﾄﾛｰﾗはﾒﾓﾘ機能を搭載しており、手術体位の保存が可能であること

2-1-21

2-1-22

ﾏｯﾄﾚｽ 100cm用 110mm厚

頭部延長ﾎﾞｰﾄﾞ 本体 240mm

頭部延長ﾎﾞｰﾄﾞ240mm用ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶｾｯﾃ格納枠

ﾏｯﾄﾚｽ 頭板ﾀｲﾌﾟ

腰部延長ﾎﾞｰﾄﾞ300mm 本体

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶｾｯﾃ格納枠 腰部延長ﾎﾞｰﾄﾞ 300mm

ﾏｯﾄﾚｽ 腰部延長ﾎﾞｰﾄﾞ300mm用

手術台ﾚｰﾙ固定金具

ﾚｰﾙ固定金具 大型

２．構成品の仕様

以下の電動自動水平復帰機能を有すること
縦転/横転/背板屈折/脚板屈折/ﾌﾚｯｸｽ/ﾋﾞｰﾁﾁｪｱ

ｺﾝﾄﾛｰﾗはBluetooth機能を搭載しており、赤外線通信またはBluetooth通信のいずれ
かでｺｰﾄﾞﾚｽによる手術台操作が可能であること

1-24脚部ﾘﾊﾞｰｻﾙｱﾀﾞﾌﾟﾀを接続することによって、患者の逆載せが可能であること

以下の安全機能を搭載していること
・ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ式予備ｽｲｯﾁ　・ﾌﾞﾚｰｷ解除ﾊﾝﾄﾞﾙ　・電動4点ﾌﾞﾚｰｷおよびﾌﾞﾚｰｷ固定ﾗﾝﾌﾟ・
緊急停止ｽｲｯﾁ　・転倒検知ｼｽﾃﾑ



３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

３．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており､「医薬品､医療機器等の品質､有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること

新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含むこと

当院が指定した場所に本装置を設置し､運転調整をおこなうこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に､関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には､速やかな対応ができる体制であること



１－１ 1台

１－２ 1台

１－３ 電気ﾎﾞｲﾗｰ 2台

１－４ 感震器 2台

１－５ ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ 1台

１－６ ｴｱｰﾀﾝｸ 1台

１－７ 1式

２－１ RO水製造装置は、以下の要件を満たすこと

2-1-1　 本体外形寸法はW1,200×H1,900×D1,015mm以下であること

2-1-2　 前処理部･RO水処理製造部･RO水貯留部から構成された装備であること

2-1-3　 1時間当たりのRO水が600ℓ(水温7ﾟC)以上安定して供給可能であること

2-1-4　 不純物･溶存ｲｵﾝを95%以上(初期値)除去することが可能な装置であること

2-1-5　 前処理部に関しては、以下の要件を満たすこと

2-1-5-1 原水ﾎﾟﾝﾌﾟは渦巻多段式ﾎﾟﾝﾌﾟもしくは定圧ﾎﾟﾝﾌﾟであること

2-1-5-2 給水量は、1,200ℓ/時以上であること

2-1-5-3 ﾎﾟﾝﾌﾟ吐出圧は、0.1～0.3MPaの範囲以上であること

2-1-5-4 原水ﾎﾟﾝﾌﾟ主要部は防錆に優れた材質(要部ｽﾃﾝﾚｽ製)が使用されていること

2-1-5-5 機器内蔵ﾌｨﾙﾀの形状は円筒型であること

2-1-5-6 機器内蔵ﾌｨﾙﾀは1μm糸巻きｴﾚﾒﾝﾄもしくは活性炭ﾌｨﾙﾀを使用していること

2-1-5-7 機器内蔵ﾌｨﾙﾀは1本あたり10ℓ/分以上の流量が採水可能であること

2-1-5-8 ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ材質は、防錆性に優れたｽﾃﾝﾚｽ製であること

2-1-5-9 機器内蔵ﾌｨﾙﾀは1本以上装備されていること

2-1-5-10 活性炭濾過器(30ℓ以上)を装備していること

2-1-6 RO水製造部に関しては、以下の要件を満たすこと

2-1-6-1

２．構成品の仕様

逆浸透膜はｽﾊﾟｲﾗﾙ形状とし、材質は耐久性の高いﾎﾟﾘｱﾐﾄﾞ系複合膜であること

　調達数量 一式

１．機器の構成(一式の構成)

RO水製造装置　本体

外置300ℓ　SUS製ﾀﾝｸ

搬入設置

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 中央材料室

　調達機器名 ＲＯ水製造装置 他 一式



2-1-6-2 処理水はｲｵﾝが90%以上(初期値)除去されていること

2-1-6-3 逆浸透膜は、流量･ｲｵﾝ除去りつについて出荷前に試験済みであること

2-1-6-4 機器の配管主要部分はｽﾃﾝﾚｽ製であること

2-1-6-5 水漏れ事故を防止するため、漏水検知機構が装備されていること

2-1-6-6

2-1-7 ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙに関しては、以下の要件を満たすこと

2-1-7-1

2-1-7-2

2-1-7-3

2-1-7-4

2-1-8 RO水ﾀﾝｸﾕﾆｯﾄに関しては、以下の要件を満たすこと

2-1-8-1

2-1-8-2

2-1-8-3

2-1-8-4 ﾀﾝｸは、容量300ℓ以上を2基装備し、1基はRO本体に内蔵すること

2-1-8-5 送水ﾎﾟﾝﾌﾟは渦巻多段式ﾎﾟﾝﾌﾟもしくは定圧ﾎﾟﾝﾌﾟであること

2-1-8-6 送水量は、1台当たり30ℓ/分以上であること

2-1-8-7 送水ﾎﾟﾝﾌﾟ吐出圧は、0.1～0.3MPaの範囲以上であること

2-1-8-8 送水ﾎﾟﾝﾌﾟは防錆性に優れた材質(要部ｽﾃﾝﾚｽ製)が使用されていること

2-1-8-9 送水ﾎﾟﾝﾌﾟはRO水製造装置1基につき、予備ﾀﾝｸ用を含め2台を搭載すること

２‐２ 電気ﾎﾞｲﾗｰは、以下の要件を満たすこと

2-2-1

2-2-2 本体外形寸法は、W865×H1,820×D1,785mm以下であること

2-2-3 常用圧力は最高0.5MPa以上であること

2-2-4 電気ﾋｰﾀｰﾀｲﾌﾟとし、電気ﾋｰﾀｰ容量は96kw以上であること

2-2-5 相当伝熱面積は、1.6m2以上であること

2-2-6 相当蒸発量は、144kg/h以上であること

2-2-7 本体(缶体)及び接液部の材質はSUS304もしくはSUS316であること

2-2-8

2-2-9

本体ｼｽﾃﾑのｸﾞﾗﾌｨｯｸﾓﾆﾀで、ﾒｲﾝ画面では製造量･水質をｸﾞﾗﾌｨｯｸ表示することが可能で
あること

製造中の水質･製造量をﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示することが可能であること｡交換周期を経過したも
のは自動的に発信表示すること

ｼｽﾃﾑの水質･水温等の各種異常警報は、ﾌﾞｻﾞｰ通知されること

ﾀﾝｸは密閉型で、外気とは除菌ﾌｨﾙﾀ(0.5μm以下の中空糸ﾌｨﾙﾀもしくはﾃﾞﾌﾟｽﾌｨﾙﾀ)を介
して分離され、外気との直接接触による二次側汚染が防止されている構造であること

ﾀﾝｸは、内圧に強く且つ、紫外線が均一に照射可能なｽﾃﾝﾚｽ製の角形形状であること

RO膜への負荷軽減と水質浄化の為、ｲﾝﾊﾞｰﾀ式ｽﾛｰｽﾀｰﾄROﾎﾟﾝﾌﾟを搭載していること

本体ｼｽﾃﾑのｸﾞﾗﾌｨｯｸﾓﾆﾀは、ｶﾗｰﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ式もしくはﾏｲｺﾝﾎﾞｰﾄﾞﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ及びﾘﾚｰｼｰｹﾝｽであること

浸水式UV殺菌灯(殺菌線出力:8W以上)がﾀﾝｸに設置され最近汚染防止が図られているこ
と

厚生労働省のﾎﾞｲﾗｰ及び圧力容器安全規則に定められる簡易ﾎﾞｲﾗｰ等構造規格に合格し
た機器であること

電極式水面検出棒もしくはﾌﾛｰﾄ式水面検出により、給水ﾎﾟﾝﾌﾟのON･OFF制御が可能で
あること

蒸気圧力が規定圧力に達すると、電気ﾋｰﾀｰが停止する機能、及び蒸気圧力が圧力ｽｲｯﾁ
のﾃﾞｨﾌｧﾚﾝｼｬﾙ分下がると、再び電気ﾋｰﾀｰが作動する機能を有すること



2-2-10 装置毎に感震器が取り付けられていること

2-2-11

２‐３ ｺﾝﾌﾟﾚｯｻは、以下の要件を満たすこと

2-3-1 本体外形寸法は、W460×D685×H880mm以下であること

2-3-2 装置は、給油を必要としないｵｲﾙﾌﾘｰﾀｲﾌﾟであること

2-3-3 運転時の騒音を軽減する為、ｽｸﾛｰﾙ方式であること

2-3-4 運転制御方式は、圧力ｾﾝｻ検知による自動発停式であること

2-3-5 ｴｱｰﾄﾞﾗｲﾔｰを内蔵していること

2-3-6 最高圧力は、0.8MPa以上であること

2-3-7 吐出し空気量は、255ℓ/min以上であること

2-3-8 内蔵空気ﾀﾝｸはｱﾙﾐ合金製もしくはｽﾃﾝﾚｽ製であり、容量は20ℓ以上であること

2-3-9 本体に電子式ｵｰﾄﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟが搭載されていること

2-3-10 操作ﾊﾟﾈﾙで、運転状況、各種異常･事前警報を表示する機能を有すること

２－４

2-4-1

2-4-2

３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3　

3-1-4　

3-1-5　

3-1-6　

3-1-7　

3-1-8　

3-1-9　

3-1-10 

本装置の稼動にあたっては、当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

主要材質は金属であること

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されていること

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって、当院の担当者と十分協議をおこなうこと

200Vﾌﾞﾚｰｶは漏電遮断器付きであること

ｴｱｰﾀﾝｸは以下の要件を満たすこと

当院が指定した場所に本装置を設置し、運転調整をおこなうこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入、設置、調整等は当院の指示のもとに実施すること

３．その他

納品時に、関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には、速やかな対応ができる体制であること

納入から1年間は無償保証を実施すること

新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含むこと

容量は36ℓ以上であること



１－１ 1式

１－２ 1式

２－１ 全自動液状化検体細胞診標本作製装置は、以下の要件を満たすこと

2-1-1 外形寸法はW860mm×D660mm×H560mm以下であること

2-1-2 設置寸法はW1,020mm×D920mm×H1,020mm以下であること

2-1-3 質量は85kg以下であること

2-1-4 廃液ﾎﾞﾄﾙ寸法はW150mm×D150mm×H450mm以下であること

2-1-5 電源はAC100-130V、47～63Hzであること

2-1-6 消費電力は240W以下であること

2-1-7 婦人科用ﾊﾞｲｱﾙの検体処理についてFDA承認済みであること

2-1-8 ｶﾙｰｾﾙは20個以上のﾊﾞｲｱﾙ、ｽﾗｲﾄﾞ、ﾌｨﾙﾀをｾｯﾄすることが可能であること

2-1-9 1～20検体を処理可能であること

2-1-10 処理時間は20検体/約40分であること

2-1-11 ﾊﾞｲｱﾙとｽﾗｲﾄﾞのﾊﾞｰｺｰﾄﾞを確認し検体の取り違いを防止する機能を有すること

2-1-12 ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝによる操作が可能であること

2-1-13 ﾘｱﾙﾀｲﾑ進行追跡と結果はｽｸﾘｰﾝにて確認可能であること

2-1-14 ﾊﾞｲｱﾙのｷｬｯﾌﾟを自動で開閉する機能を有すること

2-1-15 作製済みの標本はﾗｯｸのまま染色機にｾｯﾄすることが可能であること

2-1-16 ﾊﾞｲｱﾙでのHPV遺伝子検査の追加利用が可能であること

2-1-17 機器導入後に鏡検研修のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが準備されていること

２－２ 病理ｼｽﾃﾑ連携は、以下の要件を満たすこと

2-1-1 既存の病理ｼｽﾃﾑ(Dr.HELPER LBC)と連携をすること

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 中央検査室

　調達機器名 全自動液状化検体細胞診標本作製装置

　調達数量 一式

１．機器の構成(一式の構成)

全自動液状化検体細胞診標本作製装置　 　　　　   　　 　

病理ｼｽﾃﾑ連携

２．構成品の仕様



３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

３．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており､「医薬品､医療機器等の品質､有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと

当院が指定した場所に本装置を設置し､運転調整をおこなうこと

新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含むこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に､関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には､速やかな対応ができる体制であること

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること



１－１ 2式

１－２ 2式

１－３ 2式

１－４ 2式

１－５ 2式

１－６ 1式

１－７ 1式

１－８ 1式

１－９ 1式

１－１０ 1式

２－１ 個人用多用途透析装置(荷重計付)は、以下の要件を満たすこと

2-1-1 外形寸法はW330mm×D470mm×H1,350mm(突起物を含まず)以下であること

2-1-2 質量は60kg(標準仕様)以下であること

2-1-3 最大消費電力は1.5kWであること

2-1-4 透析液流量は、300～700mℓ/minの範囲以上であること

2-1-5

2-1-6 ｵﾝﾗｲﾝHDF機能(QSｺﾝﾄﾛｰﾙ)を有すること

2-1-7 透析液(正ろ過方式)を使用したﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ、返血に対応していること

2-1-8

2-1-9

2-1-10 補液ﾎﾟﾝﾌﾟの流量設定範囲は、最大24ℓ/hまで可能であること

2-1-11 血圧計ﾕﾆｯﾄが内蔵されていること

2-1-12 血圧計は加圧測定方式を採用していること

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 臨床工学室

　調達機器名 個人用多用途透析装置

　調達数量 一式

１．機器の構成(一式の構成)

個人用多用途透析装置(荷重計付)

血液量ﾓﾆﾀ(BV計)

補液荷重計ﾋｰﾀｰﾕﾆｯﾄ

ﾀﾞｲｱﾗｲｻﾞﾎﾙﾀﾞ

ﾅｰｽｺｰﾙ

個人用多用途透析装置

血液量ﾓﾆﾀ(BV計)

ﾀﾞｲｱﾗｲｻﾞﾎﾙﾀﾞ

ﾅｰｽｺｰﾙ

余液受

２．構成品の仕様

血液回路のﾌﾟﾚｲﾐﾝｸﾞの自動化、及び血液脱血工程、緊急補液、返血工程の自動化機能
を有すること

血液ﾎﾟﾝﾌﾟの流量設定範囲は、40～350mℓ/minの範囲以上であること
(外径9.7mm、内径6.6mmのﾎﾟﾝﾌﾟしごき部使用時)

HD、ECUM、ｵﾝﾗｲﾝHDF/HF、ｵﾌﾗｲﾝHDF/HF、IHDFの透析治療ﾓｰﾄﾞ全てに対応していること



2-1-13

2-1-14

2-1-15

2-1-16

2-1-17

2-1-18 循環血液量の変化率をもとに、除水速度を制御する機能を有すること

2-1-19 VA再循環率測定機能を有すること

2-1-20 静的静脈圧監視機能を有すること

2-1-21

2-1-22

2-1-23

2-1-24

2-1-25

2-1-26

２－２ 個人用多用途透析装置は、以下の要件を満たすこと

2-2-1 外形寸法は、W330mm×D470mm×H1,350mm(突起物を含まない)以下であること

2-2-2 質量は60kg(標準仕様)以下であること

2-2-3 最大消費電力は、1.5kW未満であること

2-2-4 透析液流量は、300～700mℓ/minの範囲以上であること

2-2-5 HD、ECUM、IHDFの透析治療ﾓｰﾄﾞ全てに対応していること

2-2-6 透析液(正ろ過方式)を使用したﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ、返血に対応していること

2-2-7

2-2-8

2-2-9 血圧計ﾕﾆｯﾄが内蔵されていること

2-2-10 血圧計は加圧測定方式を採用していること

2-2-11

2-2-12

2-2-13

2-2-14 BV計が搭載され、循環血液量の変化率を測定することが可能であること

2-2-15 循環血液量の変化率をもとに、除水速度を制御する機能を有すること

2-2-16 VA再循環率測定機能を有すること

2-2-17 静的静脈圧監視機能を有すること

血圧計で血圧を測定した際に得られる振幅ﾃﾞｰﾀをｸﾞﾗﾌ表示可能であること

血漿ろ過率と血流量・除水速度・Ht・TPから補液流量を算出し、設定することが可能
であること

血流量、透析液流量を最大10ｽﾃｯﾌﾟまで細かくﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ設定することが可能であること

IHDFにおいて、補液量と回収量を各々最大16ｽﾃｯﾌﾟまでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを設定することが可能
であること

BV計が搭載され、循環血液量の変化率を測定することが可能であること

治療中に透析排液のUV吸光度変化率を連続的に測定することでspKt/VとURRを算出し、
ｸﾞﾗﾌ表示することが可能であること

ｴﾝﾄﾞﾄｷｼﾝ捕捉ﾌｨﾙﾀは装置前面に配置し、ｶｰﾄﾘｯｼﾞ式を採用したことにより簡便に取り外
しが可能であること

自動ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ時の洗浄液を外部に漏洩することなく捨てることが可能な機能(排液ﾎﾟｰ
ﾄ)を有すること

装置から透析用水作成装置へ送水要求信号を出力、透析用水作成装置から消毒送水中
信号を入力して、給水管薬液消毒を安全に実施することが可能であること

装置の警報・報知のﾒｰﾙ配信及び稼働状況の遠隔ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを可能とする、遠隔監視ｻｰﾋﾞｽ
「ReMS」への接続が可能であること

装置の移動が速やかに行えるよう、車輪の大型化、押手の取り付け、および透析原液
を載せて移動することが可能であること

血液回路のﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞの自動化、及び血液脱血工程、緊急補液、返血工程の自動化機能
を有すること

血液ﾎﾟﾝﾌﾟの流量設定範囲は、40～350mℓ/minの範囲以上であること
(外径9.7mm、内径6.6mmのﾎﾟﾝﾌﾟしごき部使用時)

IHDFにおいて、補液量と回収量を各々最大16ｽﾃｯﾌﾟまでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを設定することが可能
であること

血圧計で血圧を測定した際に得られる振幅ﾃﾞｰﾀをｸﾞﾗﾌ表示することが可能であること

血流量、透析液流量を最大10ｽﾃｯﾌﾟまで細かくﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ設定することが可能であること



2-2-18

2-2-19

2-2-20

2-2-21

2-2-22

2-2-23

３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

治療中に透析排液のUV吸光度変化率を連続的に測定することでspKt/VとURRを算出し、
ｸﾞﾗﾌ表示することが可能であること

ｴﾝﾄﾞﾄｷｼﾝ捕捉ﾌｨﾙﾀは装置前面に配置し、ｶｰﾄﾘｯｼﾞ式を採用したことにより簡便に取り外
しが可能であること

自動ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ時の洗浄液を外部に漏洩することなく捨てることが可能な機能(排液ﾎﾟｰ
ﾄ)を有すること

装置から透析用水作成装置へ送水要求信号を出力、透析用水作成装置から消毒送水中
信号を入力して、給水管薬液消毒を安全に実施することが可能であること

装置の警報･報知のﾒｰﾙ配信及び稼働状況の遠隔ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを可能とする、遠隔監視ｻｰﾋﾞｽ｢
ReMS｣への接続がで可能であること

装置の移動が速やかに行えるよう、車輪の大型化、押手の取り付け、および透析原液
を載せて移動することが可能であること

３．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており、「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって、当院の担当者と十分協議をおこなうこと

当院が指定した場所に本装置を設置し、運転調整をおこなうこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入、設置、調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては、当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に、関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には、速やかな対応ができる体制であること

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること

既存装置の撤去、新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含
むこと



１－１ 1台

１－２ 1台

１－３ 1台

１－４ 1台

１－５ 1台

１－６ 1台

１－７ 1台

１－８ 1台

１－９ 1台

１－１０ 1台

１－１１ 1台

１－１２ 1台

２－１ 陽･陰圧体外式人工呼吸器は、以下の要件を満たすこと

2-1-1 外形寸法はW350mm×D400mm×H310mm以下であること

2-1-2 質量は12kg以下であること

2-1-3 電源はAC100-240V、50/60Hz、500VAであること

2-1-4 ﾄﾙｿｰﾁｬﾝﾊﾞ(胸あて)を使用し、呼吸補助が可能であること

2-1-5 ﾄﾙｿｰﾁｬﾝﾊﾞを装着し体外式において、陰圧だけではなく陽圧も設定可能であること

2-1-6 自発呼吸に対して、吸気・呼気ともに同調させる機能を有すること

2-1-7 換気回数を1分間に6～1200回の間で設定可能であること

2-1-8 5種類以上の作動モードを有すること

2-1-9 作動中に異常を知らせるｱﾗｰﾑ機能を有すること

2-1-10 画面に波形が2種類以上表示される機能を有すること

2-1-11 作動中に設定値の変更が可能であること

2-1-12 ｼﾞｮｸﾞﾀﾞｲﾔﾙで設定値の変更が可能であること

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 小児科

　調達機器名 陽･陰圧体外式人工呼吸器

　調達数量 一式

１．機器の構成(一式の構成)

陽･陰圧体外式人工呼吸器　 　　　　   　　 　

専用架台 ｶｺﾞ付

ﾄﾙｿｰﾁｬﾝﾊﾞA

ﾄﾙｿｰﾁｬﾝﾊﾞB

ﾄﾙｿｰﾁｬﾝﾊﾞC

ﾄﾙｿｰﾁｬﾝﾊﾞD

ﾄﾙｿｰﾁｬﾝﾊﾞE

ﾄﾙｿｰﾁｬﾝﾊﾞｼｰﾙA

ﾄﾙｿｰﾁｬﾝﾊﾞｼｰﾙB

ﾄﾙｿｰﾁｬﾝﾊﾞｼｰﾙC

ﾄﾙｿｰﾁｬﾝﾊﾞｼｰﾙD

ﾄﾙｿｰﾁｬﾝﾊﾞｼｰﾙE

２．構成品の仕様



３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

３．その他

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に､関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には､速やかな対応ができる体制であること

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること

新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含むこと

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており､「医薬品､医療機器等の品質､有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと

当院が指定した場所に本装置を設置し､運転調整をおこなうこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと



１－１ 1式

１－２ 1個

１－３ 1個

１－４ 1台

１－５ 1個

１－６ 1式

１－７ 2個

２－１

2-1-1 外形寸法はW450mm×D400mm×H400mm以下であること

2-1-2 重量は15kg以下であること

2-1-3 電源はAC100Vであること

2-1-4 接続口数は2口以上有すること

2-1-5 ﾌｯﾄｽｲｯﾁ接続数は2口以上有すること

2-1-6

2-1-7

2-1-8 手術領域に適合した切開･凝固ﾓｰﾄﾞを18種類以上搭載していること

2-1-9 電弧の強度を一定に自動的に維持するﾓﾉﾎﾟｰﾗ切開ﾓｰﾄﾞを有すること

2-1-10 組織の状態に合わせてﾓｼﾞｭﾚｰｼｮﾝを機動的に調整するﾓｰﾄﾞ有すること

2-1-11 200Vp以下のﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ及びﾓﾉﾎﾟｰﾗ凝固ﾓｰﾄﾞを有すること

2-1-12 切開と凝固ﾌｪｰｽﾞをｲﾝﾀｰﾊﾞﾙで繰り返す切開ﾓｰﾄﾞを有すること

2-1-13 設定変更は簡便な操作が可能となるようｴﾌｪｸﾄ設定のみでの調整が行えること

2-1-14

2-1-15

2-1-16

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 消化器内科

　調達機器名 高周波手術装置

１．機器の構成（一式の構成）

高周波手術装置

専用1ﾍﾟﾀﾞﾙﾌｯﾄﾘﾓｰﾄﾞ付ｽｲｯﾁ

専用2ﾍﾟﾀﾞﾙﾌｯﾄﾘﾓｰﾄﾞ付きｽｲｯﾁ(仕切り板付き)

ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝｶｰﾄ

ﾜｲﾔｰﾊﾞｽｹｯﾄ

固定具

ﾓﾉﾎﾟｰﾗｹｰﾌﾞﾙ　3ﾋﾟﾝ　ｵﾘﾝﾊﾟｽ用

２．機器の仕様

高周波手術装置は、以下の要件を満たすこと

全てのﾓｰﾄﾞは電圧を一定に維持し、かつ組織状況に応じ出力を自動的に調整する機能
を有すること

組織効果の再現性を高めるため、毎秒2,500万回(以上)ﾒｽ先で抵抗を計測する機能を
有すること

安全性を高めるため装置に内蔵されている対極板安全ｼｽﾃﾑは、2面型対極板接続時に
おいて、接触状態と対極板の装着方向の両方を監視可能であること

様々な術式により異なった設定が可能なよう300個以上のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ保存が可能であり、
1つのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに6個以上のｻﾌﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成が可能であること

ﾃﾞﾊﾞｲｽ認識機能によりﾃﾞﾊﾞｲｽを接続すると、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲにｱｲｺﾝ表示される機能を有する
こと



2-1-17

2-1-18

2-1-19 10ｲﾝﾁ以上のﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲを有すること

2-1-20 日本語表示を含む多言語表示機能を有すること

2-1-21 手技の必要性に応じて3つ以上のｱｸｾｻﾘを同時に接続可能であること

2-1-22 器具を装着するｿｹｯﾄは本体を開けることなく交換が可能であること

２－２ 専用1ﾍﾟﾀﾞﾙﾌｯﾄﾘﾓｰﾄﾞ付ｽｲｯﾁは、以下の要件を満たすこと

2-2-1

2-2-2

２－３

2-3-1

2-3-2

２－４

2-4-1

2-4-2

2-4-3

３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

ﾃﾞﾊﾞｲｽの誤接続を防止するため、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑされた設定を基に接続すべきｿｹｯﾄを提示す
る機能を有すること

専用のｻﾎﾟｰﾄｿﾌﾄを利用し、WiFi通信によりﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成、更新、ｴﾗｰ解析が行
え、ｻｰﾊﾞ上に各種ﾃﾞｰﾀを保管することが可能であること

設定を切り替えるための機能を有すること

IPX8以上の防水規格を有すること

専用2ﾍﾟﾀﾞﾙﾌｯﾄﾘﾓｰﾄﾞ付きｽｲｯﾁ(仕切り板付き)は、以下の要件を満たすこと

設定を切り替えるための機能を有すること

IPX8以上の防水規格を有すること

ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝｶｰﾄは、以下の要件を満たすこと

ﾌｯﾄｽｲｯﾁを止め置くためのﾌﾞﾗｹｯﾄを有すること

本体専用の架台であること

ｽﾄｯﾊﾟ付ｷｬｽﾀを有すること

３．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており､「医薬品､医療機器等の品質､有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること

新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含むこと

当院が指定した場所に本装置を設置し､運転調整をおこなうこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に､関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には､速やかな対応ができる体制であること



１－１ 1台

１－２ 1式

１－３ 1式

２－１ 超音波画像診断装置は、以下の要件を満たすこと

2-1-1

2-1-2 質量は70kg以下であること(専用ｶｰﾄまたはｽﾀﾝﾄﾞ、ﾊﾞｯﾃﾘ含む)

2-1-3 電源はAC100-240V、50/60Hz、600VA以下であること

2-1-4 Bﾓｰﾄﾞ､ｶﾗｰﾄﾞﾌﾟﾗ､ﾊﾟﾜｰﾄﾞﾌﾟﾗ､ﾊﾟﾙｽﾄﾞﾌﾟﾗの機能を有すること

2-1-5

2-1-6

2-1-7

2-1-8

2-1-9

2-1-10

2-1-11

2-1-12

2-1-13

2-1-14

2-1-15 DICOM3.0に準拠した外部接続機能を有すること

2-1-16 ﾘｱﾙﾀｲﾑに血管の血流量を計測する機能を有すること

２－２ ﾘﾆｱﾌﾟﾛｰﾌﾞは、以下の要件を満たすこと

2-2-1 実効周波数帯域は4～12MHzの範囲以上であること

画像表示ﾓﾆﾀは全面ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ、又は医療用手袋で操作可能なﾏﾙﾁﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝであること

画像保存容量は60GB以上を有すること

保存された画像ﾃﾞｰﾀは､USBﾎﾟｰﾄまたはSDｶｰﾄﾞｽﾛｯﾄから､汎用PCで使用可能なﾃﾞｰﾀ形式
で出力が可能であること

穿刺ﾀｰｹﾞｯﾄまでの距離や組織の大きさなどを確認するために､ﾌﾘｰｽﾞ後の画像におい
て､距離､角度､周囲長､面積の計測が可能であること

専用ｶｰﾄまたはｽﾀﾝﾄﾞ、あるいは画像表示ﾓﾆﾀはﾁﾙﾄ機構を有し角度調整が可能であるこ
と

ｽﾀﾝﾊﾞｲ機能を有すること。電源投入状態からは120秒以内で起動すること

ﾓﾆﾀｻｲｽﾞは12ｲﾝﾁ以上であること

搭載されているﾊﾞｯﾃﾘがﾌﾙ充電の状態であれば､約1時間以上の駆動が可能であること

保存画像ﾃﾞｰﾀから､患者ID､患者名などで過去の検査の画像ﾃﾞｰﾀを検索可能であること

１．機器の構成(一式の構成)

超音波画像診断装置

ﾘﾆｱﾌﾟﾛｰﾌﾞ

外形寸法はW600mm×D650mm×H1,800mm以下であること(専用ｶｰﾄまたはｽﾀﾞﾝﾄﾞを含む)

ﾜﾝﾎﾞﾀﾝで表示画像を最適な状態にするｹﾞｲﾝ自動調整機能を有すること

専用ｶｰﾄまたはｽﾀﾝﾄﾞ

２．構成品の仕様

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 集中治療室

　調達機器名 超音波画像診断装置

　調達数量 一式



２－３ 専用ｶｰﾄまたｽﾀﾝﾄﾞは、以下の要件を満たすこと

2-3-1 超音波画像診断装置本体を載せるための専用ｶｰﾄまたはｽﾀﾝﾄﾞであること

2-3-2

2-3-3 手技や処置に必要な物品を収納するﾊﾞｽｹｯﾄを装備していること

2-3-4

３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10 新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含むこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に､関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には､速やかな対応ができる体制であること

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること

当院が指定した場所に本装置を設置し､運転調整をおこなうこと

操作者が座位及び立位での使用時にも対応可能なよう360mm以下の幅で診断装置の高
さを調整することが可能であること

4個以上のｷｬｽﾀを有すること

３．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており､「医薬品､医療機器等の品質､有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと



１－１ 10台

２－１ 送信機については、以下の要件を満たすこと

2-1-1 寸法はW65mm×D30mm×H100mm以下であること

2-1-2 本体に20.1×20.1mmのｶﾗｰ有機ELﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲを有すること

2-1-3 心電図測定時に、心電図波形の表示が可能であること

2-1-4 ﾁｬﾈﾙ、電池残量などの表示が可能であること

2-1-5 単3乾電池2本により連続約5日間以上の駆動が可能であること

2-1-6 心電図/呼吸/経皮的動脈血酸素飽和度の測定が可能であること

2-1-7 通信は電波法に定められた小電力医用ﾃﾚﾒｰﾀに準拠していること

2-1-8 電波法に定められた電波帯の有効活用を考慮しA型を採用していること

2-1-9 院内既存の病棟ﾃﾚﾒｰﾀにﾃﾞｰﾀを送信することが可能であること

2-1-10 誤操作を防ぐため操作ｷｰﾛｯｸ機能を有すること

2-1-11 IPX8の防水構造で消毒剤などに浸して清掃･消毒が可能であること(本体のみ)

３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

２．機器の仕様

１．機器の構成(一式の構成)

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 臨床工学室

　調達機器名 テレメトリー式心電送信機

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと

３．その他

当院が指定した場所に本装置を設置し､運転調整をおこなうこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており､「医薬品､医療機器等の品質､有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に､関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には､速やかな対応ができる体制であること

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること

新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含むこと

送信機



１－１ 1台

１－２ 1個

１－３ 1組

１－４ 1個

１－５ 1個

１－６ 1個

１－７ 1個

２－１ 保育器本体は、以下の要件を満たすこと

2-1-1 寸法はW1,050mm×D680×H1,800mm以下であること(表示器含まず)

2-1-2 質量は115kg以下であること

2-1-3 電源は、AC100V、50/60Hz共用、600VAであること

2-1-4 温度制御は、ﾏﾆｭｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ方式/ｻｰﾎﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ方式兼用であること

2-1-5 器内騒音は40dB以下であること(加湿、酸素投与をしていない時)

2-1-6 ｱﾗｰﾑ停止用のﾌｯﾄｽｲｯﾁを有すること

2-1-7 器内に外気を取り込む際に防塵除去が可能な静電ﾌｨﾙﾀを有すること

2-1-8 処置窓の開閉部に静音構造のﾛｰﾀﾘｰﾊﾞﾝﾊﾟを有すること

2-1-9 高さ調整機能を有すること

2-1-10 器内の温度設定は0.1ﾟC単位の設定が可能であること

2-1-11 ﾎﾞｲﾗｰと加湿槽の内蔵により、相対湿度90%以上の加湿が可能であること

2-1-12 加湿回路の部品は取り外しての清拭・消毒が可能であること

2-1-13 酸素量の自動制御が可能であること

2-1-14 ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙは、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙで本体と独立して見やすい位置に搭載していること

2-1-15

2-1-16

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 小児科

　調達機器名 閉鎖式保育器

　調達数量 一式

１．機器の構成(一式の構成)

閉鎖式保育器 　　　　   　　 　

ﾏｼﾓSpO2ﾕﾆｯﾄ

四連ｺﾝｾﾝﾄｾｯﾄ

ﾄﾚｰｾｯﾄ

患者回路導入ﾎﾙﾀﾞ

ﾊﾞｽｹｯﾄ

ｸﾗﾝｸ型I.Vﾎﾟｰﾙ

２．構成品の仕様

器内温･皮膚温･器内湿度･器内酸素濃度すべてのﾊﾟﾗﾒｰﾀがﾘﾙﾀｲﾑにしかも常時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
可能な機能を有すること

ﾄﾚﾝﾄﾞ表示機能により、ﾊﾞｲﾀﾙｻｲﾝと器内環境の変動がｸﾞﾗﾌにより確認できる機能を有
すること



2-1-17 ﾌｰﾄﾞの両側から操作･処置できる機能を有すること

2-1-18 前後のﾌｰﾄﾞに内壁を有すること

2-1-19 処置窓や手入用窓の開放時には、ｴｱｶｰﾃﾝが形成される機能を有すること

2-1-20 臥床台の引き出し、傾斜が無段階にできる機能を有すること

2-1-21 X線ｶｾｯﾃﾄﾚｰが処置窓を開けずに出し入れできる機能を有すること

2-1-22

２－２

2-2-1

2-2-2

２－３ 四連ｺﾝｾﾝﾄは、以下の要件を満たすこと

2-3-1 ﾚｰﾙに取付け可能であること

２－４ ﾄﾚｰｾｯﾄは、以下の要件を満たすこと

2-4-1 ﾚｰﾙに取付け可能であること

２－５ 患者回路導入ﾎﾙﾀﾞは、以下の要件を満たすこと

2-5-1 ｱｰﾑ付であること

２－６ ﾊﾞｽｹｯﾄは、以下の要件を満たすこと

2-6-1 ｱｰﾑ付でﾚｰﾙに取付け可能であること

２－７ ｸﾗﾝｸ型 IV ﾎﾟｰﾙは、以下の要件を満たすこと

2-7-1 保育器に取付け可能であること

３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

ﾌｨﾙﾀｶﾊﾞｰに透明な窓がついており、工具を使わずにﾌｨﾙﾀ交換が可能な機能を有するこ
と

ﾏｼﾓSpO2ﾕﾆｯﾄは、以下の要件を満たすこと

表示範囲は1～100%であること

上限、下限の警報機能を有すること

３．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており､「医薬品､医療機器等の品質､有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと

当院が指定した場所に本装置を設置し､運転調整をおこなうこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に､関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には､速やかな対応ができる体制であること

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること

新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含むこと



１－１ 13台

２－１

2-1-1

2-1-2

2-1-3

2-1-4

2-1-5

2-1-6

2-1-7

2-1-8

2-1-9

2-1-10

2-1-10-1

2-1-10-2

2-1-10-3

2-1-10-4

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 看護局

　調達機器名 電動リモートコントロールベッド

　調達数量 一式

１．機器の構成(一式の構成)

電動ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙﾍﾞｯﾄﾞ

２．構成品の仕様

電動ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙﾍﾞｯﾄﾞは、以下の要件を満たすこと

背･膝の角度、高さの調節が単独で操作可能であること｡
各動作は、手元ｽｲｯﾁ操作によりそれぞれ独立した電動ｱｸﾁｭｴｰﾀで作動すること

使用者の感電を防ぐため、分割された各鋼板ﾎﾞﾄﾑを等電位接地し、電源ｹｰﾌﾞﾙは保護
接地端子(ｱｰｽ端子)を含む3Pﾌﾟﾗｸﾞであること

緊急時には、ﾋﾟﾝを取外すことにより背ﾎﾞﾄﾑを下げることが可能であること

高さ調節機構は垂直昇降方式であること

背上げと膝上げ･膝下げの連動動作時における体のずれ、腹部圧迫を軽減するため
に、背ﾎﾞﾄﾑと膝ﾎﾞﾄﾑの角度を常に監視(測定)し、制御することであらかじめ設定した
ﾊﾟﾀｰﾝにて動作すること。なお、体のずれが生じないように、背上げと同時に膝上げ･
膝下げの動作をすること｡また、膝ﾎﾞﾄﾑが背上げ後の端座位への移行の妨げとならな
いよう、背ﾎﾞﾄﾑ角度が75ﾟに達した時に、膝ﾎﾞﾄﾑ角度は0ﾟとなるよう制御が働くこと

背下げと膝上げ･膝下げの連動は、動作時における体のずれを軽減し、更に所定の位
置へ体を戻すために、背ﾎﾞﾄﾑと膝ﾎﾞﾄﾑの角度を常に監視(測定)し、制御することであ
らかじめ設定したﾊﾟﾀｰﾝにて動作すること｡なお、前項の背上げの連動と異なったﾊﾟﾀｰ
ﾝの動作を行い、体のずれが生じないように、背下げと同時に膝上げ･膝下げの動作を
すること

2-1-5、2-1-6項の連動は、1ﾎﾞﾀﾝで操作可能であること

背ﾎﾞﾄﾑに6ヶ所、膝ﾎﾞﾄﾑに2ヶ所、足ﾎﾞﾄﾑに4ヶ所、ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑに2ヶ所、抑制帯を取り付
けることが可能であること

寸法はW960mm×L2,210mm×H1,100ｍｍ以下であること

ﾎﾞﾄﾑは、以下の要件を満たすこと

ﾎﾞﾄﾑは3分割の鋼板ﾎﾞﾄﾑと1分割の樹脂ﾎﾞﾄﾑで構成されていること

鋼板ﾎﾞﾄﾑは主材を鋼板とし、成形絞りにより強度を確保していること｡また、通気性
確保のため、それぞれの鋼板ﾎﾞﾄﾑに複数の通気孔を有すること

背･膝･足の各ﾎﾞﾄﾑは、面形状であること｡また、背ﾎﾞﾄﾑと膝ﾎﾞﾄﾑ、膝ﾎﾞﾄﾑと足ﾎﾞﾄﾑの
連結部は、清拭性を考慮したすき間を有すること

抑制帯を取付けるための孔(抑制帯受)を有すること



2-1-10-5

2-1-10-6

2-1-10-7

2-1-11

2-1-11-1

2-1-11-2

2-1-11-3

2-1-11-4

2-1-11-5

2-1-11-6

2-1-11-7

2-1-12

2-1-12-1

2-1-12-2

2-1-12-3

2-1-12-4

2-1-13

2-1-13-1

2-1-13-2

2-1-13-3

2-1-14

2-1-14-1

2-1-14-2

2-1-14-3

背ﾎﾞﾄﾑと膝ﾎﾞﾄﾑの連結部にはｷﾞｬｯﾁ動作時における体のずれ･腹部圧迫の軽減を図るた
め、短冊状に構成された屈曲ﾎﾞﾄﾑにより緩やかな曲線を構成し、かつ伸びる機構を有
すること

足ﾎﾞﾄﾑは使用者に適したﾍﾞｯﾄﾞﾎﾟｼﾞｼｮﾝが確保可能なよう、2段階の角度調節機能を有
すること

ﾏｯﾄﾚｽのずれ下がり･横ずれを抑制させるため、ﾏｯﾄﾚｽ止めを有すること

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑは、以下の要件を満たすこと

ｻｲﾄﾞﾌﾚｰﾑ上面はｵﾌﾟｼｮﾝ品取付孔を14ヶ所(片側7ヶ所)を有すること

2-1-11-1のｵﾌﾟｼｮﾝ品取付孔は、不安全なすき間が生じることを予防するため、不適切
なｻｲﾄﾞﾚｰﾙ等とﾍﾞｯﾄﾞの組み合わせを防止したり、不適切な向きや位置にｻｲﾄﾞﾚｰﾙ等が
取り付くことを防止する構造であること

ﾍﾞｯﾄﾞが物品などに接触した場合、接触した物品およびﾍﾞｯﾄﾞのﾎﾞﾄﾑやﾒｲﾝﾌﾚｰﾑなどの
傷つき防止のため、ｻｲﾄﾞﾌﾚｰﾑに樹脂製ｻｲﾄﾞﾊﾞﾝﾊﾟｰを有すること

ｻｲﾄﾞﾌﾚｰﾑの樹脂製ｻｲﾄﾞﾊﾞﾝﾊﾟｰは、破損した場合など単独で交換可能な構造であること

ﾌｯﾄｴﾝﾄﾞﾌﾚｰﾑにｻｲﾄﾞﾚｰﾙ格納金具を有すること

手元ｽｲｯﾁｺﾈｸﾀをﾒｲﾝﾌﾚｰﾑの両側面(左右各1ヶ所)、およびﾌｯﾄｴﾝﾄﾞﾌﾚｰﾑ(1ヶ所)に備え、
使用環境に応じて手元ｽｲｯﾁを接続可能であること｡なお、手元ｽｲｯﾁの接続位置を変更
する際、ｹｰﾌﾞﾙがﾍﾞｯﾄﾞ内側の不適切な位置に通され、ﾘﾝｸ機構に挟まれて断線･漏電す
ることを予防するため、各手元ｽｲｯﾁｺﾈｸﾀはﾘﾝｸ機構よりﾍﾞｯﾄﾞの外側に配置されている
こと

2-1-5の連動動作ﾊﾟﾀｰﾝによる体のずれ･腹部圧迫の軽減の効果を十分に発揮させるた
めに、患者の適切な身体位置の目安として、ﾍﾞｯﾄﾞのﾒｲﾝﾌﾚｰﾑに大転子位置表示を有す
ること

ﾍﾞｰｽﾌﾚｰﾑは、以下の要件を満たすこと

角型鋼管で構成され、車椅子等の移乗のしやすさおよび看護時における足の安全確保
のため、幅方向の寸法をｷｬｽﾀ取付幅寸法より小さいこと

ｷｬｽﾀ取付部には、ﾃﾞｻﾞｲﾝ性および強度確保のため、ﾀﾞｲｶｽﾄによる受金具を有すること

ｷｬｽﾀﾛｯｸ作動用連動ﾊﾞｰは、清掃性のために長手角ﾊﾟｲﾌﾟに内蔵していること

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ法の勾配基準の上限である1/12勾配の傾斜路において、ﾍﾞｯﾄﾞのﾍﾞｰｽﾌﾚｰﾑと路
面とのすき間が最も狭くなる傾斜路の頂点でも、ﾍﾞｯﾄﾞが路面に接触せず走行可能な
構造であること

ｷｬｽﾀは、以下の要件を満たすこと

ｾﾝﾄﾗﾙﾛｯｸ単輪ｷｬｽﾀとし、車輪径125mm以上であること｡ｷｬｽﾀ操作ｽﾃｯﾌﾟにより、4輪同時
固定(首振り･回転固定)、4輪自在の切り替えが可能であること

ﾍﾞｯﾄﾞに静電気が蓄積されるのを防ぐため、4輪のうち1輪は帯電防止ｷｬｽﾀであること

車輪の材質はﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂製で、耐磨耗性･耐老化性･耐油性を有すること｡特にﾜｯｸｽに
よる劣化が少ないこと

ﾍｯﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ･ﾌｯﾄﾎﾞｰﾄﾞは、以下の要点を満たすこと

ﾍｯﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ及びﾌｯﾄﾎﾞｰﾄﾞは着脱が可能かつ、不用意な外れを防ぐためｽﾄｯﾊﾟｰを有する
こと｡ﾎﾞｰﾄﾞ取り付け時にﾛｯｸし忘れを防止し、確実にｽﾄｯﾊﾟｰｰがかかるよう、自動ﾛｯｸ
機構であること

主材料には耐薬品性樹脂が用いられていること

片面は装飾用に化粧ｼｰﾄが貼付けられていること



2-1-14-4

2-1-14-5

2-1-15

2-1-15-1

2-1-15-2

2-1-15-3

2-1-15-4

2-1-15-5

2-1-15-6

2-1-15-7

2-1-15-8

2-1-15-9

2-1-15-10

2-1-15-11

2-1-15-12

2-1-16

2-1-16-1

2-1-16-2

上部側の左右は握りやすい形状であること

伝い歩きなどを考慮し、上部がつかまりやすい形状であること

電動ｱｸﾁｭｴｰﾀおよび電装品は、以下の要件を満たすこと

電装品はｸﾗｽⅠ機器(保護接地付)であること

手元ｽｲｯﾁｺﾈｸﾀの電圧は、患者および医療従事者の感電に対しての安全性確保のため5V
以下であること

ﾍﾞｯﾄﾞ上の重量にかかわらず各動作は一定の速度で上昇･下降が可能であること

電装品は電源をｵﾌにしても各設定情報の保持が可能であること

背、膝、高さ調節はﾎﾟｼﾞｼｮﾝ確保が適切に行えるよう、普通･速いの2段階の速度切り
換え設定が可能であること｡速いで設定した場合、高さ調節は、約410mmの調節量を約
22秒で動作可能で、背上げの傾斜角度は最大角度まで約24秒で動作し、膝上げの傾斜
角度は最大角度まで約10秒で動作可能であること

ﾍﾞｯﾄﾞ操作時の患者の圧迫を防ぐため、背･膝ﾎﾞﾄﾑの角度が、通常の動作中に常に90ﾟ
以上の角度を確保する制御がされること

高さ下げ操作時にはﾒｲﾝﾌﾚｰﾑとﾍﾞｰｽﾌﾚｰﾑまたは床との間で、手や足、周囲の物品など
の挟まれを防ぐため、ﾎﾞﾄﾑの高さが330mmの位置で一旦停止し警告音が鳴ること｡
再度高さの下げ操作を行う際も警告音を繰り返し鳴らし、最低位置まで下降するこ
と｡その際はﾍﾞｯﾄﾞ動作速度が速いﾓｰﾄﾞであっても低速ﾓｰﾄﾞの速さで動作すること

ｺﾝﾄﾛｰﾗは過電流･過熱等に対する安全対策機能を有すること

電源ﾌﾟﾗｸﾞは3Pﾌﾟﾗｸﾞであること

電源ｺｰﾄﾞはｷｬｽﾀによる踏みつけや不用意な引き抜きに対する強度を考慮し、外径
9.2mm以上のｹｰﾌﾞﾙを採用していること

電源ｺｰﾄﾞは、搬送するときに電源ｺｰﾄﾞが床面に垂れ下がらないよう、垂れ下がりを防
ぐﾌｯｸを備え、任意の位置に引っ掛けることが可能であること

ﾍﾞｯﾄﾞの動作開始時および停止時には、緩やかにﾍﾞｯﾄﾞの動作速度を加速･減速させる
制御が働くこと

表面処理は、以下の要件を満たすこと

主要部分の構造材外側の表面処理は、錆防止および表面強度の確保のため、電着焼付
塗装および粉体焼付塗装によるﾀﾞﾌﾞﾙｺｰﾃｨﾝｸﾞ塗装とし、色はﾎﾜｲﾄｱｲﾎﾞﾘｰであること

主要部分の構造材(ﾊﾟｲﾌﾟなど)の内側の錆防止のため、構造材内側の表面処理に電着
焼付塗装が施されていること



３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

３．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており､「医薬品､医療機器等の品質､有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

故障発生時には､速やかな対応ができる体制であること

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること

既存装置の撤去、新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含
むこと

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと

当院が指定した場所に本装置を設置し､運転調整をおこなうこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に､関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること



１－１ 2台

１－２ 2台

１－３ 2個

１－４ 2個

１－５ 2組

１－６ 2個

１－７ 2個

１－８ 2個

２－１

2-1-1

2-1-2

2-1-3

2-1-4

2-1-5

2-1-6

2-1-7

2-1-8

2-1-9

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 集中治療室

　調達機器名 ICUベッド

　調達数量 一式

１．機器の構成(一式の構成)

ICUﾍﾞｯﾄﾞ 本体　　 　　　　   　　 　

ｴｱﾏｯﾄﾚｽ

手元ｽｲｯﾁ

ﾍﾞｯﾄﾞ機能の操作/表示機能

離床用ｸﾞﾘｯﾌﾟ(2本ｾｯﾄ)

酸素ﾎﾞﾝﾍﾞﾎﾙﾀﾞ

ﾍﾞｯﾄﾞ-ﾏｯﾄﾚｽ接続ｹｰﾌﾞﾙ

ﾅｰｽｺｰﾙ中継ﾕﾆｯﾄ

２．構成品の仕様

ICUﾍﾞｯﾄﾞ本体は、以下の要件を満たすこと

寸法はW1,000×L2,200×H1,200mm以下であること

質量は170kg以下であること

背あげ･膝あげ･ﾊｲﾛｰ･ﾄﾚﾝﾃﾞﾚﾝﾊﾞｰｸﾞ(以下TRと略す)およびﾘﾊﾞｰｽﾄﾚﾝﾃﾞﾚﾝﾊﾞｰｸﾞ(以下RTR
と略す)が単独で操作可能であること｡また、背あげと膝あげ、あるいは背あげと膝あ
げと傾斜は連動して操作可能かつ、各動作は電動ｱｸﾁｭｴｰﾀで作動すること

ﾍﾞｯﾄﾞ操作は、患者用操作ｽｲｯﾁ、医療従事者用操作ｽｲｯﾁにより作動すること

背あげおよび膝あげの連動はｷﾞｬｯﾁ動作における体のずれ、腹部圧迫を軽減するため
に、背ﾎﾞﾄﾑと膝ﾎﾞﾄﾑの角度を常に監視(測定)し、制御することであらかじめ設定した
ﾊﾟﾀｰﾝにて動作すること｡ただし、膝ﾎﾞﾄﾑが背あげ後の端座位への移行の妨げとならな
いよう、背ﾎﾞﾄﾑ角度が70ﾟに達した時に、膝ﾎﾞﾄﾑ角度が0ﾟとなるよう制御すること｡1
ﾎﾞﾀﾝの操作で本ﾎﾟｼﾞｼｮﾝに動作させることが可能であること

背あげ･膝あげおよび傾斜の連動は、ﾍﾞｯﾄﾞ上で安楽な受動座位姿勢をとるため、ｷﾞｬｯ
ﾁ動作における体のずれや腹部圧迫をより軽減するために、背ﾎﾞﾄﾑと膝ﾎﾞﾄﾑの角度お
よび傾斜角度を常に監視(測定)し、制御することであらかじめ設定したﾊﾟﾀｰﾝにて動
作すること｡なお、前項の背あげの連動とは異なったﾊﾟﾀｰﾝの動作をすること｡1ﾎﾞﾀﾝの
操作で本ﾎﾟｼﾞｼｮﾝに動作させることが可能であること

使用者の感電を防ぐためや、心電計のﾊﾑﾉｲｽﾞの混入を防ぐためなどに、分割された各
ﾌﾚｰﾑを保護接地し、電源ｹｰﾌﾞﾙは保護接地端子(ｱｰｽ端子)を含む3Pﾌﾟﾗｸﾞを有すること

夜間の安全性に配慮し、ﾍﾞｯﾄﾞの左右に脚下灯を有すること

ﾎﾞﾄﾑ部は、以下の要件を満たすこと



2-1-9-1

2-1-9-2

2-1-9-3

2-1-10

2-1-10-1

2-1-10-2

2-1-10-3

2-1-11

2-1-11-1

2-1-11-2

2-1-12

2-1-12-1

2-1-13

2-1-13-1

2-1-13-2

2-1-14

2-1-14-1

2-1-14-2

2-1-14-3

2-1-14-4

2-1-14-5

2-1-15

2-1-15-1

2-1-15-2

2-1-16

2-1-16-1

2-1-16-2

背･腰･膝･足の4分割構造で、主材料は樹脂素材および鋼管であること

背ﾎﾞﾄﾑはｷﾞｬｯﾁ時のずれや圧迫を軽減するための機構を有すること

背ﾎﾞﾄﾑには緊急背さげをするための操作ﾚﾊﾞｰを有すること

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ部は、以下の要件を満たすこと

鋼管および鋼板を主材料とした構造であること

頭側にはﾍｯﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞの取り付けが可能で、ｵﾌﾟｼｮﾝ取付穴およびﾛｰﾗｰﾊﾞﾝﾊﾟｰを有する構
造であること

足側にはﾌｯﾄﾎﾞｰﾄﾞの取り付けが可能で、ｵﾌﾟｼｮﾝ取付穴およびﾛｰﾗｰﾊﾞﾝﾊﾟｰを有し、離床
用ｸﾞﾘｯﾌﾟを格納可能な構造であること

ﾍﾞｰｽﾌﾚｰﾑ部は、以下の要件を満たすこと

角型鋼管で構成され、車椅子等の移乗のしやすさおよび看護時における足の安全確保
のため、幅方向の寸法をｷｬｽﾀ取付幅寸法より小さいこと

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ法の勾配基準の上限である1/12勾配の傾斜路において、ﾍﾞｯﾄﾞのﾍﾞｰｽﾌﾚｰﾑと路
面とのすき間が最も狭くなる傾斜路の頂点でも、ﾍﾞｯﾄﾞが路面に接触せず走行可能な
構造であること｡なお、ﾍﾞｯﾄﾞがいかなる床高においても当てはまること

ｷｬｽﾀ部は、以下の要件を満たすこと

ｾﾝﾄﾗﾙﾛｯｸ単輪ｷｬｽﾀとし、車輪径12.5cmであること｡ｷｬｽﾀﾛｯｸの切り替えﾍﾟﾀﾞﾙにより、4
輪同時固定(首振り･回転)、4輪同時自在の切り替えが可能であること

ﾍｯﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ・ﾌｯﾄﾎﾞｰﾄﾞ部は、以下の要件を満たすこと

容易に着脱可能かつ、不用意な外れを防ぐためのｽﾄｯﾊﾟｰを有すること

清拭消毒による劣化等を防止するために、主材料は耐薬品性樹脂であること

ｻｲﾄﾞﾚｰﾙ部は、以下の要件を満たすこと

頭側にはﾎﾞﾄﾑ取付型、足側にはﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ取付型のｻｲﾄﾞﾚｰﾙを有すること｡ｻｲﾄﾞﾚｰﾙは回転
式の構造であること

ﾛｯｸの構造は、ｻｲﾄﾞﾚｰﾙの下方向もしくはﾍﾞｯﾄﾞの外側方向に荷重がかかっている場合
には、解除しにくくなる構造であること

頭側のｻｲﾄﾞﾚｰﾙには手元ｽｲｯﾁを格納するための凹部を有すること｡また、各種ﾗｲﾝを通
し、かつ離床時には支えとして握るための凹部が設けられていること

頭側のｻｲﾄﾞﾚｰﾙには背角度計、足側のｻｲﾄﾞﾚｰﾙにはﾍﾞｯﾄﾞの傾斜角度計があり、それぞ
れ背角度と傾斜角度を確認することが可能であること

頭側のｻｲﾄﾞﾚｰﾙの外側に医療従事者用操作ｽｲｯﾁを有し、頭側のｻｲﾄﾞﾚｰﾙの内側に、患者
用操作ｽｲｯﾁを有すること

電動ｱｸﾁｭｴｰﾀおよび電装品ｼｽﾃﾑは、以下の要件を満たすこと

電装品は、他の機器からのおよび他の機器へのﾉｲｽﾞ等による影響、例えば、ﾍﾞｯﾄﾞ自
体やﾍﾞｯﾄﾞ周辺の他の機器の故障･誤作動･測定障害などを軽減させるため、ｸﾗｽI機器
とし、電源ﾌﾟﾗｸﾞは3Pﾌﾟﾗｸﾞ(保護接地端子付)であること

ｺﾝﾄﾛｰﾗは、故障･発煙等を防止するための過電流･過熱等に対する安全対策機能を有す
ること

患者用操作ｽｲｯﾁは、以下の要件を満たすこと

患者用操作ｽｲｯﾁとして、頭側ｻｲﾄﾞﾚｰﾙの内側にﾍﾞｯﾄﾞの操作ﾎﾞﾀﾝ(押しﾎﾞﾀﾝ)を有するこ
と。なお、患者および医療従事者の感電に対しての安全性確保のため、操作ﾎﾞﾀﾝの電
源電圧は5Vであること

機器を充電するためのUSBｺﾈｸﾀを有すること



2-1-17

2-1-17-1

2-1-17-2

2-1-18

2-1-18-1

2-1-18-2

２－２

2-2-1

2-2-2

2-2-3

2-2-4

2-2-5

2-2-6

2-2-7

2-2-8

2-2-9

2-2-10

2-2-11

2-2-12

2-2-13

2-2-14

２－３

2-3-1

医療従事者用操作ｽｲｯﾁは、以下の要件を満たすこと

医療従事者用操作ｽｲｯﾁとして、頭側ｻｲﾄﾞﾚｰﾙの外側にﾍﾞｯﾄﾞの操作ﾎﾞﾀﾝ(押しﾎﾞﾀﾝ)を有
すること。なお、患者および医療従事者の感電に対しての安全性確保のため、操作ﾎﾞ
ﾀﾝの電源電圧は5Vであること

夜間の安全性に配慮し、ﾍﾞｯﾄﾞの左右に脚下灯を有すること｡脚下灯は照度を2段階調
節可能であり、消灯することも可能な機能を有すること

表面処理は、以下の要件を満たすこと

主要部材(ﾎﾞﾄﾑ天板部を除く)の表面処理は、構造材内側の錆防止および表面強度の確
保のため、電着焼付塗装および粉体焼付塗装によるﾀﾞﾌﾞﾙｺｰﾃｨﾝｸﾞ塗装とし、色はﾎﾜｲﾄ
ｱｲﾎﾞﾘｰであること

ﾎﾞｰﾄﾞ、ｻｲﾄﾞﾚｰﾙ、ﾎﾞﾄﾑ、ｻｲﾄﾞﾚｰﾙのｽｲｯﾁは、抗菌素材(銀ｲｵﾝ)を組み込むことで、抗菌
性を有しており、SIAA(抗菌製品技術協議会)ﾏｰｸを有すること

ｴｱﾏｯﾄﾚｽは、以下の要件を満たすこと

厚み17cmで防水透湿ｶﾊﾞｰの清拭ﾀｲﾌﾟであること

体位変換用のｴｱｾﾙを左右の臀部･背部、計4か所に配しており、約15分ごとに1か所ず
つ膨張する位置を自動で切り替えることで体位変換を行うｽﾓｰﾙﾌﾛｰ機能を有すること

ｴｱｾﾙが2本おきに順次、収縮･膨張を繰り返すことで、同じ箇所に圧力が加わり続ける
のを防ぎ、褥瘡ﾘｽｸを軽減する機能を有すること｡また、この機能は背上げ中も動作す
ること

ｴｱﾏｯﾄﾚｽのｶﾊﾞｰ内部に送風することで、こもった熱や湿気をｶﾊﾞｰ外部に透過する除湿
機能を有すること

ﾎﾟﾝﾌﾟに取り付けられたｶﾌﾟﾘﾝｸﾞを抜去することでｴｱﾏｯﾄﾚｽの空気が排気され、30秒以
内に胸部圧迫による心臓ﾏｯｻｰｼﾞに適したかたさにするCPR機能を有すること

ｴｱﾏｯﾄﾚｽのかたさを自動で設定するかたさ自動運転と、手動で設定するかたさ手動運
転を切り替えることが可能であること

ｴｱﾏｯﾄﾚｽのｴｱｾﾙの直下には厚さ40mmのｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ層を配し、患者の底づきのﾘｽｸを軽減
し、患者をｴｱｾﾙにより沈み込ませることで、体圧分散性が可能であること。また、ｳﾚ
ﾀﾝﾌｫｰﾑが沈み込むことでｴｱｾﾙが患者の身体の凹凸により追従すること

上面ｶﾊﾞｰは汚物が生地内部へ侵入するのを防ぎ、かつ耐薬品性に優れ、濃
1%(10000ppm)の次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ消毒液の他、感染防止のための消毒薬による清拭が
可能であること

体位変換用のｴｱｾﾙは、ﾒｲﾝのｴｱｾﾙに直接ﾍﾞﾙﾄで固定されており、ﾒｲﾝのｴｱｾﾙと一体の状
態でｶﾊﾞｰから出し入れすることが可能であること

ﾎﾟﾝﾌﾟはﾏｯﾄﾚｽに内蔵されていること

ﾀｰﾎﾞ運転機能により、ｴｱﾏｯﾄﾚｽ設置時、10分程度で給気が完了することが可能である
こと

給気ﾊﾞﾙﾌﾞに電磁弁を採用し、ｴｱ漏れが発生しにくい構造であること｡停電時には電磁
弁が自動的に閉じ、2週間はほぼ一定の内圧を保持することが可能であること

操作ﾊﾟﾈﾙはﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙを採用しており、ﾊﾟﾈﾙ表面はﾎﾞﾀﾝの凹凸がなく、手の皮脂などの
汚れを拭き取ることが可能であること

操作ﾊﾟﾈﾙのｺｰﾄﾞおよびﾌｯｸは取り外し可能であること

手元ｽｲｯﾁは、以下の要件を満たすこと

ｺﾝﾄﾛｰﾗから供給される電源電圧は、患者および医療従事者の感電に対しての安全性確
保のため5Vであること



2-3-2

2-3-3

2-3-4

2-3-5

2-3-6

2-3-7

２－４

2-4-1

2-4-2

2-4-3

２－５

2-5-1

2-5-2

2-5-3

2-5-4

2-5-5

2-5-6

２－６

2-6-1

2-6-2

2-6-3

2-6-4

２－７

2-7-1

2-7-2

2-7-3

２－８

2-8-1

2-8-2

2-8-3

ﾍﾞｯﾄﾞ本体に接続することで、背･膝･高さの単独動作および背膝連動動作を操作可能
であること

ﾍﾞｯﾄﾞ操作をする操作ﾎﾞﾀﾝ(押しﾎﾞﾀﾝ)を有し、操作ﾎﾞﾀﾝを押している間のみ、ﾍﾞｯﾄﾞが
動作すること

動作速度の切換え、および操作音の有無を変更可能であること

表示ﾊﾟﾈﾙを設け、背･膝の角度、高さを表示すること｡表示ﾊﾟﾈﾙは各操作から20秒後に
表示内容を自動的に消去する機能を有すること

ﾌﾟﾗｸﾞは、向きによらずﾍﾞｯﾄﾞ本体に接続可能であること

手元ｽｲｯﾁのｺｰﾄﾞはｶｰﾙ構造であること

ﾍﾞｯﾄﾞ機能の操作/表示機能は、以下の要件を満たすこと

患者および医療従事者の感電に対しての安全性確保のため、電源電圧は5Vであること

ﾍﾞｯﾄﾞに接続することにより、次の操作が可能であること
ﾍﾞｯﾄﾞ操作、ﾍﾞｯﾄﾞ設定、本機能の環境設定、離床検知ｾﾝｻの設定

4.3ｲﾝﾁの液晶ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙを搭載していること

離床用ｸﾞﾘｯﾌﾟ(2本ｾｯﾄ)は、以下の要件を満たすこと

ﾍﾞｯﾄﾞ本体の離床用ｸﾞﾘｯﾌﾟ取付穴に差込み、使用者のﾍﾞｯﾄﾞからの立上りなどを補助す
ることが可能であること

固定時に工具は不要な設計であること

ｸﾞﾘｯﾌﾟ部の上部にｴｽﾄﾗﾏを採用していること

ｶﾊﾞｰは耐薬品樹脂製であること

ﾍﾞｯﾄﾞのﾒｲﾝﾌﾚｰﾑの足に格納可能であること

ﾌﾚｰﾑ部はｸﾛﾒｰﾄﾒｯｷ処理が表面に施されていること

酸素ﾎﾞﾝﾍﾞﾎﾙﾀﾞは、以下の要件を満たすこと

ﾍﾞｯﾄﾞに対し、長さ方向・幅方向の二方向に取付可能な設計であること

500ﾘｯﾄﾙ容量の酸素ﾎﾞﾝﾍﾞを縦置に固定可能な構造であること

主材は鋼板・棒鋼かつ、表面はｸﾛﾑﾒｯｷ処理が施されていること

酸素ﾎﾞﾝﾍﾞは付属のﾉﾌﾞ(1個)で固定することが可能であること

ﾍﾞｯﾄﾞ-ﾏｯﾄﾚｽ接続ｹｰﾌﾞﾙは、以下の要件を満たすこと

ﾍﾞｯﾄﾞへの接続用ﾌﾟﾗｸﾞを有し、ﾍﾞｯﾄﾞとﾏｯﾄﾚｽの接続が可能であること

ｴｱﾏｯﾄﾚｽのﾎﾟﾝﾌﾟ本体への接続用ﾌﾟﾗｸﾞを有し、ｴｱﾏｯﾄﾚｽとの接続が可能であること

ﾍﾞｯﾄﾞとｴｱﾏｯﾄﾚｽの情報の送受信と、ﾍﾞｯﾄﾞからｴｱﾏｯﾄﾚｽへの電源供給が可能であること

ﾅｰｽｺｰﾙ中継ﾕﾆｯﾄは、以下の要件を満たすこと

離床検知ｾﾝｻ付きﾍﾞｯﾄﾞと病院既設のﾅｰｽｺｰﾙｺﾝｾﾝﾄに接続することで、発報及び通知機
能設定が可能であること

病院既設のﾅｰｽｺｰﾙﾎﾞﾀﾝを本製品に接続することで、ﾅｰｽｺｰﾙﾎﾞﾀﾝの信号をﾅｰｽｺｰﾙｺﾝｾﾝﾄ
へ分岐可能であること

離床検知ｾﾝｻ付きﾍﾞｯﾄﾞで検知した、下記使用者の状態をﾅｰｽｺｰﾙ側に通知することが可
能であること
･見守り/ﾍﾞｯﾄﾞから患者が離床して設定時間が経過したとき
･離床/ﾍﾞｯﾄﾞから患者が完全に離床したとき
･端座位/ﾍﾞｯﾄﾞ上で端座位をとったとき
･起きあがり/ﾍﾞｯﾄﾞ上で患者が起き上がったとき



３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

３．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており､「医薬品､医療機器等の品質､有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと

当院が指定した場所に本装置を設置し､運転調整をおこなうこと

既存装置の撤去、新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含
むこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に､関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には､速やかな対応ができる体制であること

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること



１－１ 2台

１－２ 2個

１－３ 2個

１－４ 2台

２－１

2-1-1

2-1-2

2-1-3

2-1-4

2-1-5

2-1-6

2-1-7

2-1-8

2-1-9

２－２

2-2-1

２－３

2-3-1

2-3-2

２－４

2-4-1

嘴管差2個を有すること

診察用照明は、以下の要件を満たすこと

ﾌｯﾄｽｲｯﾁ操作が可能なこと

洗浄液不足、ｸｽｺ保温槽がﾋｰﾀ上にｾｯﾄされていない状態で保温を行った場合の安全機構
として、空焚防止機構を有すること

電源ｺｰﾄﾞを有すること

ｻｲﾄﾞﾄﾚｰはは、以下の要件を満たすこと

深型であること

鉗子立ﾎﾙﾀﾞは、以下の要件を満たすこと

本体取付式であること

本体重量は、50kg以下であること

電源は、AC100V、50/60Hz、190VAであること

ｸｽｺを適温に温める機能を有すること

洗浄装置を本体に内蔵していること

ｸｽｺｳｫｰﾏ、洗浄液の温度は3段階に設定可能なこと

ｸｽｺｳｫｰﾏ、洗浄液の温度が一定以上に達した場合には、ﾋｰﾀを遮断し警報音と表示で報知
する過温防止機構を有すること

鉗子立ﾎﾙﾀﾞ

診察用照明

２．機器の仕様

診療ﾕﾆｯﾄは、以下の要件を満たすこと

本体寸法は、W510×D380×H950mm以下であること

　調達数量 一式

１．機器の構成

診療ﾕﾆｯﾄ 乾式ｸｽｺｰｳｫｰﾏ/洗浄装置付

ｻｲﾄﾞﾄﾚｰ

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 産婦人科

　調達機器名 診療ユニット



３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

納入から1年間は無償保証の体制であること

既存装置の撤去、新規装置の運搬、搬入、据付工事
及び試運転調整費を見積に含むこと

新規装置の運搬、搬入、据付及び試運転に係る費用を含むこと

本装置の納品にあたって、当院の担当者と十分協議をおこなうこと

当院が指定した場所に本装置を設置し、運転調整をおこなうこと

本装置の搬入、設置、調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては、当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に、関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には、速やかな対応ができる体制であること

３．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており、「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保
等に関する法律」の承諾を得た機器であること



１－１ 1台

１－２ 1台

１－３ 1台

１－４ 6本

２－１ ﾍﾞｰｽﾕﾆｯﾄは、以下の要件を満たすこと

2-1-1

2-1-2

2-1-3

２－２ 回転ｱﾀﾞﾌﾟﾀは、以下の要件を満たすこと

2-2-1 １－１ﾍﾞｰｽﾕﾆｯﾄと１－３三点固定器を接続することが可能であること

２－３ 三点固定器は、以下の要件を満たすこと

2-3-1 W190～340mmに対応していること

2-3-2

2-3-3 材質はｱﾙﾐﾆｳﾑ合金、ｽﾃﾝﾚｽ鋼であること

2-3-4 大人用ｽｶﾙﾋﾟﾝ、小児用ｽｶﾙﾋﾟﾝの両方の使用が可能であること

2-3-5 70%ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙによる清拭が可能であること

２－４ 大人用ｽｶﾙﾋﾟﾝは、以下の要件を満たすこと

2-4-1

2-4-2 ﾘﾕｰｻﾞﾌﾞﾙﾀｲﾌﾟであること

2-4-3 ﾋﾟﾝ先端部および本体部の材質はｽﾃﾝﾚｽであること

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 脳神経外科

　調達機器名 頭部手術用固定器

　調達数量 一式

１．機器の構成(一式の構成)

ﾍﾞｰｽﾕﾆｯﾄ

回転ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

三点固定器

２．構成品の仕様

ﾐｽﾞﾎ社製の手術台に接続することが可能であること

1-2回転ｱﾀﾞﾌﾟﾀと1-3三点固定器と接続することが可能であること

ﾀﾞﾌﾞﾙｶﾑｱｸｼｮﾝﾊﾝﾄﾞﾙにより安全に固定が行えること

１－１ﾍﾞｰｽﾕﾆｯﾄと１－２回転ｱﾀﾞﾌﾟﾀとの接続を介して、特定の位置での頭部固定が可
能であること

大人用ｽｶﾙﾋﾟﾝ

製造元の認可するｽｶﾙﾌﾟﾋﾟﾝであること



３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

３．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており､「医薬品､医療機器等の品質､有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと

当院が指定した場所に本装置を設置し､運転調整をおこなうこと

新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含むこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に､関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には､速やかな対応ができる体制であること

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること



１－１ 1台

１－２ 1台

１－３ 1式

１－４ 1式

１－５ 1台

１－６ 1式

１－７ 1台

１－８ 1組

２－１

2-1-1

2-1-2

2-1-3

2-1-4

2-1-5

2-1-6

2-1-7

2-1-8

2-1-9

2-1-10

2-1-11

2-1-12

2-1-13

2-1-14

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 産婦人科病棟

　調達機器名 分娩監視装置

　調達数量 一式

１．機器の構成(一式の構成)

分娩監視装置

ﾚｺｰﾀﾞﾕﾆｯﾄ

ﾚｺｰﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ取付ｷｯﾄ

ｹﾞﾙ取付ｷｯﾄ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ取付ｷｯﾄ

架台

双胎ｾｯﾄ

２．機器の仕様

分娩監視装置は、以下の要件を満たすこと

外形寸法はW280×D145×H265mm以下であること

質量は2.5kg以下であること

架台からﾜﾝﾀｯﾁで着脱することが可能なこと

ﾊﾞｯﾃﾘが内蔵さていること

無線LANが内蔵されていること

10.1型TFT液晶ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ、解像度1280×800(WXGA)の表示部を有すること

内診所見等の記録を入力可能なこと

波形表示は、10分・15分・40分・記録紙と同等ｻｲｽﾞの実寸表示より選択可能なこと

数値のみの表示が可能なこと

外測法(ｽﾄﾚｲﾝｹﾞｰｼﾞ)による陣痛計測機能を有し、併せて陣痛周期を自動算出する
機能を有すること

内診所見として、子宮口開大・展退度・下降度・体温・出血量を入力可能な機能を有す
ること

児娩出入力後、ｱﾌﾟｶﾞｰｽｺｱを入力可能な機能を有すること。また設定によりｱﾌﾟｶﾞｰﾀｲﾏが
作動する機能を有すること

胎児心拍数は、超音波ﾄﾞﾌﾟﾗ法によって検出されること。また、心拍信号はｽﾋﾟｰｶを通し
て聴取することが可能なこと

母体心拍数は、母体心電図法によって検出されること



2-1-15

２－２

2-2-1

2-2-2

2-2-3

２－３

2-3-1

2-3-2

３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

母体非観血血圧は、ｵｼﾛﾒﾄﾘｯｸ法によって非観血的に動脈血圧を計測可能なこと

ﾚｺｰﾀﾞﾕﾆｯﾄは、以下の要件を満たすこと

本体から送られるﾘｱﾙﾀｲﾑﾃﾞｰﾀ、内蔵ﾒﾓﾘ保存ﾃﾞｰﾀ、USBﾒﾓﾘ保存ﾃﾞｰﾀを記録紙に印字する機
能を有すること

記録紙に胎児心拍数・胎動ｽﾊﾟｲｸ・胎動ﾄﾞｯﾄ3チﾁｬﾈﾙ、ﾘﾓｰﾄﾏｰｶ2チﾁｬﾈﾙ、および陣痛、ｲﾍﾞ
ﾝﾄ、内診所見等を印字する機能を有すること

内診所見ﾘｽﾄ・ｲﾍﾞﾝﾄ入力ﾘｽﾄ・ｱﾌﾟｶﾞｰｽｺｱ・ｱﾗｰﾄ履歴を記録紙に印字可能な機能を有する
こと

架台は、以下の要件を満たすこと

外形寸法はW275mm×D145mm×H245mm以下であること

質量は3.5kg以下であること

３．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており､「医薬品､医療機器等の品質､有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと

当院が指定した場所に本装置を設置し､運転調整をおこなうこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に､関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には､速やかな対応ができる体制であること

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること

新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含むこと



１－１ 2台

１－２ 2台

２－１ 小児ｻｰｸﾙﾍﾞｯﾄﾞは、以下の要件を満たすこと

2-1-1 寸法はW1,050mm×L2,100mm×H1,550mm以下であること

2-1-2 ｷｬﾗｸﾀ付きﾈｰﾑﾎﾙﾀﾞを有すること

2-1-3 ﾎﾞﾄﾑ部は、以下の要件を満たすこと

2-1-3-1 4分割の鋼板ﾎﾞﾄﾑによる構成であること

2-1-3-2

2-1-3-3

2-1-3-4 ﾏｯﾄﾚｽのずれ下がり･横ずれを抑制するため、ﾏｯﾄﾚｽ止めを有すること

2-1-4 ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ部は、以下の要件を満たすこと

2-1-4-1 鋼材を主材とした枠組みであること

2-1-4-2 ｻｲﾄﾞﾌﾚｰﾑ側面には、ﾍｯﾄﾞ･ﾌｯﾄﾌﾚｰﾑの鉛直性確保のため、取付用ｽﾃｰを有すること

2-1-4-3

2-1-5 ﾍｯﾄﾞ･ﾌｯﾄﾌﾚｰﾑは、以下の要件を満たすこと

2-1-5-1 ｱﾙﾐを主材とした支柱、桟の枠組みであること

2-1-5-2

2-1-5-3

2-1-5-4 左右下端に傷つき防止のためのｺﾞﾑ製ﾊﾞﾝﾊﾟｰを有すること

2-1-5-5 それぞれの上桟には、付属品のﾈｰﾑﾎﾙﾀﾞを取付けることが可能であること 

2-1-6 ｻｲﾄﾞﾚｰﾙは、以下の要件を満たすこと

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 4階病棟

　調達機器名 小児サークルベッド

　調達数量 一式

１．機器の構成(一式の構成)

小児ｻｰｸﾙﾍﾞｯﾄﾞ 本体

ﾏｯﾄﾚｽ

２．機器の仕様

鋼板ﾎﾞﾄﾑは鋼板を主材とし、成形絞りにより強度が確保されていること｡また通気性
確保のため、それぞれの鋼板ﾎﾞﾄﾑ面に複数の通気孔を有すること

足ﾎﾞﾄﾑは患者の症状によるﾍﾞｯﾄﾞﾎﾟｼﾞｼｮﾝが確保可能なよう、2段階の角度調節機能を
有すること 

ﾌｯﾄ側下部に背上げ･膝上げ用のｸﾗﾝｸﾊﾝﾄﾞﾙを取り付け、使用しない時は折りたたんでﾊ
ﾝﾄﾞﾙ受へ格納可能であること

支柱の左右には、ｻｲﾄﾞﾚｰﾙの上下をｶﾞｲﾄﾞするｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙを有すること｡ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙは、定
荷重ばねのｴｯｼﾞをｶﾊﾞｰするように二重構造とし、内部にはｻｲﾄﾞﾚｰﾙ高さ調節のためのｽ
ﾄｯﾊﾟｰを有すること

支柱及び縦桟には傷防止及び金属の冷たい感触を無くすための樹脂製ｶﾊﾞｰを有するこ
と



2-1-6-1

2-1-6-2 材質はｱﾙﾐ製であること

2-1-6-3 縦桟の間隔は安全寸法確保のため85mm以下であること

2-1-6-4 上下両端には樹脂製ｽﾗｲﾄﾞｶﾞｲﾄﾞを有すること

2-1-6-5

2-1-6-6

2-1-6-7 ｾｲﾌﾃｨﾛｯｸを有すること

2-1-7 ｷｬｽﾀは、以下の要件を満たすこと

2-1-7-1

2-1-7-2

2-1-8 表面処理は、以下の要件を満たすこと

2-1-8-1

2-1-8-2 ｻｲﾄﾞﾚｰﾙの表面処理は、電着ｱﾙﾏｲﾄ(ｼﾙﾊﾞｰ色)であること

2-1-8-3 ﾍｯﾄﾞ･ﾌｯﾄﾌﾚｰﾑの表面処理は、電着ｱﾙﾏｲﾄ(ｱｲﾎﾞﾘｰ色)であること

２－２ ﾏｯﾄﾚｽは、以下の要件を満たすこと

2-2-1 寸法はW950mm×L1,950mm×T100mm以下であること

2-2-2 質量は7.0kg以下であること

2-2-3 裏表で硬さが異なるﾘﾊﾞｰｼﾌﾞﾙ仕様であること

2-2-4 ｶﾊﾞｰ部は、以下の要件を満たすこと

2-2-4-1 抗菌機能を有し、清拭による消毒が可能であること

2-2-4-2

2-2-4-3

2-2-4-4 ﾌｧｽﾅ部は止水加工が施されていること

2-2-4-5 防水･低透湿加工が施されていること

2-2-4-6 生地材質は、内側：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ製ﾆｯﾄ、外側：ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝﾌｨﾙﾑであること

2-2-4-7 片側側面に1対(2箇所)の取っ手を有すること

2-2-5 詰め物部は、以下の要件を満たすこと

2-2-5-1

伸縮ｽﾗｲﾄﾞ式とし、ﾎﾞﾄﾑ面からの高さが十分に確保されていること｡ｻｲﾄﾞﾚｰﾙの高さは
ﾎﾞﾄﾑ上面から800mm以上を確保されていること｡また、ｻｲﾄﾞﾚｰﾙをほぼﾎﾞﾄﾑ上面まで下
げることが可能かつ、下げた状態でも介護者が足を踏み込めるｽﾍﾟｰｽが確保されるこ
と

ｻｲﾄﾞﾚｰﾙ操作のために、上部両端はﾍｯﾄﾞ･ﾌｯﾄﾌﾚｰﾑに備えられた定荷重ばねと連結して
いること

柵の上桟左右に操作ﾚﾊﾞｰを2個有し、両手操作により確実かつ安全に3段階の高さ調節
が可能であること

ｾﾝﾄﾗﾙﾛｯｸ双輪ｷｬｽﾀとし、車輪径125mm以上であること｡ｷｬｽﾀ操作ｽﾃｯﾌﾟにより、4輪同時
固定(首振り･回転)、4輪自在の切り替えが可能であること

ﾎｲｰﾙ部の材質はﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂製で、耐磨耗性･耐老化性･耐油性を有すること｡特にﾜｯｸｽ
による劣化に対し有効であること

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑの表面処理は、電着焼付塗装及び粉体焼付塗装によるﾀﾞﾌﾞﾙｺｰﾃｨﾝｸﾞ塗装であ
ること｡電着焼付塗装はｱｸﾘﾙ樹脂塗料を使用し、粉体焼付塗装はｴﾎﾟｷｼ樹脂塗装とす
る｡平均的な塗膜厚みは30μm以上とし、塗装色はﾎﾜｲﾄｱｲﾎﾞﾘｰであること

ｿﾌﾄ面ｶﾊﾞｰとﾊｰﾄﾞ面ｶﾊﾞｰによって構成されていること。それぞれの面の色は異なり、ｿ
ﾌﾄ面は製品ﾛｺﾞとｶﾊﾞｰの片側短手1辺に開口用のﾌｧｽﾅを有し、詰め物の出し入れとｶﾊﾞｰ
交換が可能な構造であること

生地はﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維にﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝﾌｨﾙﾑをｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞした素材で、防水･抗菌(MRSA)･難燃･耐
薬品機能を有し、ｿﾌﾄ面は消臭機能をさらに有する｡

ｿﾌﾄ面はﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維とｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ、ﾊｰﾄﾞ面はｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑのみで構成され、共に難燃機能を
有すること



2-2-5-2

2-2-5-3 ｿﾌﾄ面2層(臀部のみ3層)、ﾊｰﾄﾞ面1層の3層(臀部のみ4層)構造であること

2-2-5-4

2-2-5-5

2-2-5-6

３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

背中、臀部、踵の3か所で構造が異なり、背中と踵は同じ3層構造、臀部は4層構造を
有すること

ｿﾌﾄ面は高反発、中硬度ｳﾚﾀﾝを組合せ、やわらかい触感と体圧分散性、適度な動きや
すさを有すること

ﾊｰﾄﾞ面のｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑには底づき防止のため高硬度ｳﾚﾀﾝを用いており、このｳﾚﾀﾝに背、
腰、臀部、大腿、踵の5分割で形状が異なる加工が施されていること｡背、踵は同形状
で緩やかな波形状、臀部は仙骨に沿った波形状、腰と大腿は同形状で直線とし、体圧
分散性と屈曲性を有すること

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維は、ｼｰﾄ状のものを連続的に折りたたみ加工した曲がりやすい構造体の半
切品であること。また膝部にｽﾘｯﾄ加工が施されており、膝上げ時の屈曲性を有するこ
と

３．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており､「医薬品､医療機器等の品質､有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと

当院が指定した場所に本装置を設置し､運転調整をおこなうこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に､関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には､速やかな対応ができる体制であること

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること

既存装置の撤去、新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含
むこと



１－１ 1台

１－２ 1式

１－３ 1式

１－４ 1式

２－１ 低周波治療器は、以下の要件を満たすこと

2-1-1 寸法はW90mm×D30mm×H190mm以下であること

2-1-2 質量は370g以下であること(ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池含む)

2-1-3

2-1-4 出力ﾁｬﾝﾈﾙは4ch以上を有すること

2-1-5

2-1-6

2-1-7

2-1-8 最大出力電圧は105Vpeak(210Vp-p)(負荷抵抗:2000Ω)であること

2-1-9 最大出力電流は35mArms(周波数:100Hz、負荷抵抗:500Ω)であること

2-1-10 設定が可能な治療時間は1～60分(MCﾓｰﾄﾞのみ1～480分)の範囲以上であること

2-1-11 電源はDC7.4V(ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池使用時)、DC12V(ACｱﾀﾞﾌﾟﾀ使用時)であること

2-1-12

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 リハビリテーション室

　調達機器名 低周波治療器

　調達数量 一式

１．機器の構成(一式の構成)

低周波治療器 　　　　   　　 　

ｹﾞﾙ導子(極小)

ｹﾞﾙ2極導子(極小)

ﾌｯﾄｽｲｯﾁ

２．構成品の仕様

ﾓｰﾄﾞは以下の通りであること
PA、EA、T、ET、ST、FEE、NMES、TENS、MC、EMG

出力波形は以下の通りであること
矩形波、矩形対称波、双方向矩形波

刺激周波数は以下の通りであること
・PA、EA:1Hz、5～20Hz
・T、ET、ST:1Hz、5～100Hz
・NMES、FEE:1Hz、5～250Hz
・TENS:1～100Hz
・MC:0.1～500Hz

安全装置は以下の通りであること
過充電保護機能、ﾊﾞｯﾃﾘ通信異常報知機能、電池温度異常監視機能、過電流保護機
能、過電圧保護機能、電池残量低下報知機能、操作ﾛｯｸ機能

以下の標準付属品を有すること
導子固定ﾊﾞﾝﾄﾞ×4、IVESｹﾞﾙ導子(角)×4、IVESｹﾞﾙ2極導子(角)×4、
電気刺激用導子ｺｰﾄﾞ×4、IVESｹﾞﾙ導子(小)×4、IVESｹﾞﾙ2極導子(小)×4、
付属ﾈｼﾞ・ﾄﾞﾗｲﾊﾞ×1、本体ｽﾀﾝﾄﾞｾｯﾄ×1、電気刺激用ｹﾞﾙ導子×8、
IVES用3極導子ｺｰﾄﾞ×2、ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池×1、ﾊﾝﾄﾞｽｲｯﾁｾｯﾄ×1、外部入力中継ｺｰﾄﾞ×1、
4ch用保護ｹｰｽ×1、手指装着型電極FEEｾｯﾄ×1、ﾀｯﾁﾍﾟﾝ×1、ACｱﾀﾞﾌﾟﾀ×1、
歩行ｾﾝｻｾｯﾄ×1、携帯ｹｰｽ×1



３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

３．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており､「医薬品､医療機器等の品質､有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと

納入から6年間は無償保証・点検を実施すること

既存装置の撤去、新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含
むこと

当院が指定した場所に本装置を設置し､運転調整をおこなうこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に､関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には､速やかな対応ができる体制であること



１－１ 1台

１－２ 1組

１－３ 1式

２－１

2-1-1

2-1-2

2-1-3

2-1-4

2-1-5

2-1-6 ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑに2ヶ所､抑制帯を取り付けることが可能であること

2-1-7

2-1-8

2-1-8-1

2-1-8-2

2-1-8-3

2-1-8-4

2-1-8-5

2-1-9

2-1-9-1

2-1-9-2

2-1-9-3

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 臨床工学室

　調達機器名 透析用ベッド

　調達数量 一式

１．機器の構成(一式の構成)

透析用ﾍﾞｯﾄﾞ

ﾍﾞｯﾄﾞｻｲﾄﾞﾚｰﾙ(2本)

ﾏｯﾄﾚｽ

２．構成品の仕様

透析用ﾍﾞｯﾄﾞ本体は、以下の要件を満たすこと

背･膝の角度、高さの調節が単独で操作可能であること｡
各動作は、手元ｽｲｯﾁ操作によりそれぞれ独立した電動ｱｸﾁｭｴｰﾀで作動すること

背さげと膝あげの連動は、普通速の約2倍の速度にて動作すること

使用者の感電を防ぐため、分割された各鋼板ﾎﾞﾄﾑを等電位接地し、電源ｹｰﾌﾞﾙは保護
接地端子(ｱｰｽ端子)を含む3Pﾌﾟﾗｸﾞであること

緊急時には、ﾋﾟﾝを取外すことにより背ﾎﾞﾄﾑを下げることが可能であること

高さ調節機構は垂直昇降方式であること

寸法はW880mm×L2,120mm×H1,070mm以下であること

ﾎﾞﾄﾑは、以下の要件を満たすこと

ﾎﾞﾄﾑは3分割の鋼板ﾎﾞﾄﾑと1分割の鋼管ﾎﾞﾄﾑで構成されていること

鋼板ﾎﾞﾄﾑは主材を鋼板とし、成形絞りにより強度を確保していること｡また、通気性
確保のため、それぞれの鋼板ﾎﾞﾄﾑに複数の通気孔を有すること

各ﾎﾞﾄﾑは、面形状であること｡また、背ﾎﾞﾄﾑと腰ﾎﾞﾄﾑ、腰ﾎﾞﾄﾑと膝ﾎﾞﾄﾑ、膝ﾎﾞﾄﾑと足
ﾎﾞﾄﾑの連結部は、清拭性を考慮したすき間を有すること

足ﾎﾞﾄﾑは使用者に適したﾍﾞｯﾄﾞﾎﾟｼﾞｼｮﾝが確保可能なよう、2段階の角度調節機能を有
すること

ﾏｯﾄﾚｽのずれ下がり･横ずれを抑制させるため、ﾏｯﾄﾚｽ止めを有すること

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑは、以下の要件を満たすこと

ｻｲﾄﾞﾌﾚｰﾑ上面はｵﾌﾟｼｮﾝ品取付孔を14ヶ所(片側7ヶ所)を有すること

2-1-9-1のｵﾌﾟｼｮﾝ品取付孔は、不安全なすき間が生じることを予防するため、不適切
なｻｲﾄﾞﾚｰﾙ等とﾍﾞｯﾄﾞの組み合わせを防止したり、不適切な向きや位置にｻｲﾄﾞﾚｰﾙ等が
取り付くことを防止する構造であること

ﾌｯﾄｴﾝﾄﾞﾌﾚｰﾑにｻｲﾄﾞﾚｰﾙ格納金具を有すること



2-1-9-4

2-1-10

2-1-10-1

2-1-10-2

2-1-10-3

2-1-10-4

2-1-11

2-1-11-1

2-1-11-2

2-1-11-3

2-1-12

2-1-12-1

2-1-12-2

2-1-12-3 表面は､ｵﾚﾌｨﾝ化粧MDF(芯材 ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ)であること

2-1-13

2-1-13-1

2-1-13-2

2-1-13-3

2-1-13-4

2-1-13-5

2-1-13-6

2-1-13-7

2-1-13-8

2-1-13-9

手元ｽｲｯﾁｺﾈｸﾀをﾒｲﾝﾌﾚｰﾑの両側面(左右各1ヶ所)、およびﾌｯﾄｴﾝﾄﾞﾌﾚｰﾑ(1ヶ所)に備え、
使用環境に応じて手元ｽｲｯﾁを接続可能であること｡なお、手元ｽｲｯﾁの接続位置を変更
する際、ｹｰﾌﾞﾙがﾍﾞｯﾄﾞ内側の不適切な位置に通され、ﾘﾝｸ機構に挟まれて断線･漏電す
ることを予防するため、各手元ｽｲｯﾁｺﾈｸﾀはﾘﾝｸ機構よりﾍﾞｯﾄﾞの外側に配置されている
こと

ﾍﾞｰｽﾌﾚｰﾑは、以下の要件を満たすこと

角型鋼管で構成され、車椅子等の移乗のしやすさおよび看護時における足の安全確保
のため、幅方向の寸法をｷｬｽﾀ取付幅寸法より小さいこと

ｷｬｽﾀ取付部には、ﾃﾞｻﾞｲﾝ性および強度確保のため、ﾀﾞｲｶｽﾄによる受金具を有すること

ｷｬｽﾀﾛｯｸ作動用連動ﾊﾞｰは、清掃性のために長手角ﾊﾟｲﾌﾟに内蔵していること

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ法の勾配基準の上限である1/12勾配の傾斜路において、ﾍﾞｯﾄﾞのﾍﾞｰｽﾌﾚｰﾑと路
面とのすき間が最も狭くなる傾斜路の頂点でも、ﾍﾞｯﾄﾞが路面に接触せず走行可能な
構造であること

ｷｬｽﾀは、以下の要件を満たすこと

ｾﾝﾄﾗﾙﾛｯｸ単輪ｷｬｽﾀとし、車輪径100mm以上であること｡ｷｬｽﾀ操作ｽﾃｯﾌﾟにより、4輪同時
固定(首振り･回転固定)、4輪自在の切り替えが可能であること

ﾍﾞｯﾄﾞに静電気が蓄積されるのを防ぐため、4輪のうち1輪は帯電防止ｷｬｽﾀであること

車輪の材質はﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂製で、耐磨耗性･耐老化性･耐油性を有すること｡特にﾜｯｸｽに
よる劣化が少ないこと

ﾍｯﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ･ﾌｯﾄﾎﾞｰﾄﾞは、以下の要点を満たすこと

ﾍｯﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ及びﾌｯﾄﾎﾞｰﾄﾞはﾊﾞﾝﾊﾟｰ付きとし､ﾍﾞｯﾄﾞ搬送の際の傷つき防止を考慮した構
造であること

ﾍｯﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ及びﾌｯﾄﾎﾞｰﾄﾞは着脱が可能かつ、不用意な外れを防ぐためｽﾄｯﾊﾟｰを有する
こと

電動ｱｸﾁｭｴｰﾀおよび電装品は、以下の要件を満たすこと

電装品はｸﾗｽⅠ機器(保護接地付)であること

手元ｽｲｯﾁｺﾈｸﾀの電圧は、患者および医療従事者の感電に対しての安全性確保のため5V
以下であること

ﾍﾞｯﾄﾞ上の重量にかかわらず各動作は一定の速度で上昇･下降が可能であること

電装品は電源をｵﾌにしても各設定情報の保持が可能であること

背、膝、高さ調節はﾎﾟｼﾞｼｮﾝ確保が適切に行えるよう、普通･速いの2段階の速度切り
換え設定が可能であること｡速いで設定した場合、高さ調節は、約410mmの調節量を約
22秒で動作可能で、背上げの傾斜角度は最大角度まで約24秒で動作し、膝上げの傾斜
角度は最大角度まで約10秒で動作可能であること

ﾍﾞｯﾄﾞ操作時の患者の圧迫を防ぐため、背･膝ﾎﾞﾄﾑの角度が、通常の動作中に常に90ﾟ
以上の角度を確保する制御がされること

高さ下げ操作時にはﾒｲﾝﾌﾚｰﾑとﾍﾞｰｽﾌﾚｰﾑまたは床との間で、手や足、周囲の物品など
の挟まれを防ぐため、ﾎﾞﾄﾑの高さが310mmの位置で一旦停止し警告音が鳴ること｡再度
高さの下げ操作を行う際も警告音を繰り返し鳴らし、最低位置まで下降すること｡そ
の際はﾍﾞｯﾄﾞ動作速度が速いﾓｰﾄﾞであっても低速ﾓｰﾄﾞの速さで動作すること

ｺﾝﾄﾛｰﾗは過電流･過熱等に対する安全対策機能を有すること

電源ﾌﾟﾗｸﾞは3Pﾌﾟﾗｸﾞであること



2-1-13-10

2-1-13-11

2-1-13-12

2-1-14 手元ｽｲｯﾁは、以下の要件を満たすこと

2-1-14-1

2-1-14-2

2-1-14-3

2-1-14-4

2-1-14-5

2-1-14-6

2-1-14-7 異常時には異常箇所を判断するためのｴﾗｰｺｰﾄﾞを､表示ﾊﾟﾈﾙに表示されること

2-1-14-8

2-1-14-9

2-1-14-10

2-1-14-11

2-1-14-12

2-1-14-13

2-1-14-14

2-1-14-15

2-1-14-16

2-1-14-17 ﾌｯｸを備え､ｻｲﾄﾞﾚｰﾙ等に設置可能であること

電源ｺｰﾄﾞはｷｬｽﾀによる踏みつけや不用意な引き抜きに対する強度を考慮し、外径
9.2mm以上のｹｰﾌﾞﾙを採用していること

電源ｺｰﾄﾞは、搬送するときに電源ｺｰﾄﾞが床面に垂れ下がらないよう、垂れ下がりを防
ぐﾌｯｸを備え、任意の位置に引っ掛けることが可能であること

ﾍﾞｯﾄﾞの動作開始時および停止時には、緩やかにﾍﾞｯﾄﾞの動作速度を加速･減速させる
制御が働くこと

ｺﾝﾄﾛｰﾗから供給される電源電圧は､患者および医療従事者の感電に対しての安全性確
保のため5V以下であること

ﾍﾞｯﾄﾞ操作をする操作ﾎﾞﾀﾝ(押しﾎﾞﾀﾝ)を有し､操作ﾎﾞﾀﾝを押している間のみ､ﾍﾞｯﾄﾞが動
作すること

緊急時にすぐにｼｮｯｸ体位がとれるよう､背さげと膝あげの連動動作を1ﾎﾞﾀﾝで操作可能
であること

使用者が動作部位を判別しやすいよう､ﾎﾞﾀﾝ周りの色を動作部位ごとに色分けし､絵と
文字を表示すること｡また､電源ﾗﾝﾌﾟおよび絵表示ﾗﾝﾌﾟにより､暗闇でも手元ｽｲｯﾁの位
置･ﾎﾞﾀﾝが識別可能であること｡また､ﾎﾞﾀﾝ上の矢印(∧･∨)や文字により上げ下げの表
示をし､指で触って識別可能なよう上げﾎﾞﾀﾝに突起を有すること

不意な操作による挟まれ防止などの安全確保のため､操作ﾎﾞﾀﾝを2つ以上同時に押した
場合､誤操作とみなし､動作が停止すること

背･膝の角度､高さを表示する表示ﾊﾟﾈﾙを有すること｡また､省ｴﾈのため､一定時間操作
がないと､表示ﾊﾟﾈﾙが消灯されること

点検時期の目安を確認可能なよう､表示ﾊﾟﾈﾙにﾚﾝﾁﾏｰｸが表示されること(設定中のみ)

電源のｵﾝ･ｵﾌは､電源ﾗﾝﾌﾟの点灯･消灯にて確認可能であること｡また電源ﾗﾝﾌﾟの色によ
り､ﾍﾞｯﾄﾞ状態(緑点灯:正常状態､赤点滅:ｴﾗｰ状態)を識別可能であること

夜間のまぶしさを低減するためや省ｴﾈのため､一定時間操作なしの状態が続くと､絵表
示ﾗﾝﾌﾟを消灯すること｡また加速度ｾﾝｻを搭載し､手元ｽｲｯﾁを持つなどして振動が加わ
ると絵表示ﾗﾝﾌﾟが点灯すること

ﾍﾞｯﾄﾞが最低床高になると､高さの絵表示ﾗﾝﾌﾟが橙色点灯に切換わる｡点灯色により､夜
間などの暗所やﾍﾞｯﾄﾞから多少離れた位置からでも､手元ｽｲｯﾁやﾍﾞｯﾄﾞﾅﾋﾞを操作せず
に､最低床高になっていることが確認可能であること

誤操作の防止や症状に応じて操作を禁止するため､各動作(背あげ､膝あげ､高さ調節)
の操作禁止･操作可能を個別に設定可能であること｡また､ｼｮｯｸ体位動作は､背あげ､膝
あげの設定に合わせて操作禁止されること｡なお､設定状態は､絵表示ﾗﾝﾌﾟの点灯･消灯
で確認可能であること

ﾍﾞｯﾄﾞの動作速度の切換機能を有する｡なお､設定状態は､設定中のﾗﾝﾌﾟの明暗で確認可
能であること

ﾎﾞﾀﾝが押されたことを確認可能なよう､操作ﾎﾞﾀﾝを押した瞬間にﾋﾟｯと操作音を鳴動す
る機能を有すること｡なお､操作音はｵﾝ･ｵﾌの切換ができ､設定状態は設定中のﾗﾝﾌﾟの明
暗で確認可能であること

設定(各動作の操作禁止･操作可能､動作速度､操作音)をすべて初期化することが可能
であること

誤操作防止など安全確保のため､手元ｽｲｯﾁはﾍﾞｯﾄﾞ本体から取外すことが可能であるこ
と｡また､ﾍﾞｯﾄﾞに接続するﾌﾟﾗｸﾞは､向きによらず､手元ｽｲｯﾁｺﾝｾﾝﾄに差込むことが可能
であること



2-1-14-18

2-1-14-19 本体､ﾌｯｸ､ｶｰﾙｺｰﾄﾞ､ｺｰﾄﾞｸﾘｯﾌﾟは個別に交換が可能であること

2-1-15

2-1-15-1

2-1-15-2

２－２

2-2-1

2-2-2 隙間に身体が挟まらないように鋼管を配し、枠組みされていること

2-2-3

2-2-4 差込部は樹脂製ｷｬｯﾌﾟを配し、取り付け・取り外しが可能であること

2-2-5

２－３

2-3-1 両面で硬さの異なるﾘﾊﾞｰｼﾌﾞﾙ仕様であること

2-3-2

2-3-3 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維とｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑのﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ四層構造であること

2-3-4

2-3-5

2-3-6 寸法はW780mm×L1,910mm×T120ｍｍ以下であること

2-3-7 ｿﾌﾄ面とﾊｰﾄﾞ面で認識可能なよう生地はﾂｰﾄﾝ色であること

2-3-8

2-3-9

2-3-10

2-3-11 持ち運び用に片側長手1箇所に取っ手を有すること

2-3-12 難燃性の詰め物を採用していること

2-3-13 ｿﾌﾄ面側からｳﾚﾀﾝ層2層、ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ層、ｳﾚﾀﾝ層と４層構造であること

2-3-14

2-3-15

ｶｰﾙｺｰﾄﾞが床面に垂れ下がり､つまずきや不衛生の原因とならぬよう､ｶｰﾙｺｰﾄﾞの垂れ下
がりを防ぐｺｰﾄﾞｸﾘｯﾌﾟを備え､任意の位置に引っ掛けることが可能であること

表面処理は、以下の要件を満たすこと

主要部分の構造材外側の表面処理は、錆防止および表面強度の確保のため、電着焼付
塗装および粉体焼付塗装によるﾀﾞﾌﾞﾙｺｰﾃｨﾝｸﾞ塗装とし、色はﾎﾜｲﾄｱｲﾎﾞﾘｰであること

主要部分の構造材(ﾊﾟｲﾌﾟなど)の内側の錆防止のため、構造材内側の表面処理に電着
焼付塗装が施されていること

ﾍﾞｯﾄﾞｻｲﾄﾞﾚｰﾙ(2本)は、以下の要件を満たすこと

寸法はW980mm×D70mm×H520mm以下であること

上部両端部には樹脂製部品を配して鋼管屈曲部の曲率半径を減らし、ﾍﾞｯﾄﾞｻｲﾄﾞﾚｰﾙル
及びﾍﾞｯﾄﾞのﾎﾞｰﾄﾞとの隙間へ身体が挟まりにくい構造であること

本体枠の表面処理は構造内側の錆防止及び表面強度確保のため、電着焼付塗装及び粉
体焼付塗装によるﾀﾞﾌﾞﾙｺｰﾃｨﾝｸﾞ塗装とし、平均的な塗膜厚みは40μm以上とし、色はﾎ
ﾜｲﾄｱｲﾎﾞﾘｰであること

ﾏｯﾄﾚｽは、以下の要件を満たすこと

ｿﾌﾄ面(やわらかい面)は体圧分散性を備え、ﾊｰﾄﾞ面(かたい面)はからだをしっかり支
える硬さを有すること

ｶﾊﾞｰは防水・低透湿加工を施し清拭消毒を可能とし、抗菌加工が施されていること

ｶﾊﾞｰの四隅には、ｼｰﾂ等を固定するためのﾘﾊﾞｰｼﾌﾞﾙで使用可能なﾘﾈﾝｽﾄｯﾊﾟｰを配置し、
ｼｰﾂ等の張りすぎによる体圧分散性の低下を防ぐことが可能であること

生地は抗菌(MRSA)・難燃・防水機能を有し、伸縮加工を施したﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊100％による
ﾆｯﾄ品で、表面にﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝﾌｨﾙﾑを有すること

表面のﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝﾌｨﾙﾑは平滑性を有し、ﾍﾞｯﾄﾞｷﾞｬｯﾁﾞ時に発生する擦れ音が減少されるこ
と

詰め物の出し入れとｶﾊﾞｰ交換を可能とするため、ﾌｧｽﾅを有すること。ﾌｧｽﾅ部からの浸
水を防ぐために、ﾌｧｽﾅには止水加工が施されていること

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ層はﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維100%のｼｰﾄ層を連続的に折りたたみ加工した、曲がりやすい
構造体の厚みを半切したものであり、背部、臀部、脚部にｽﾘｯﾄ加工を施し体圧分散性
に配慮したｸｯｼｮﾝ材であること

ｿﾌﾄ面側から2層目の幅方向両端部にはﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ層を配置し、端坐位安定性を有するこ
と



３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

３．その他

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に､関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には､速やかな対応ができる体制であること

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること

既存装置の撤去、新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含
むこと

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており､「医薬品､医療機器等の品質､有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと

当院が指定した場所に本装置を設置し､運転調整をおこなうこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと



１－１ 1台

１－２ 1台

２－１ 下肢荷重計は、以下の要件を満たすこと

2-1-1 専用靴、信号送信機による構成であること

2-1-2 適応ｻｲｽﾞは22～29cmの範囲以上であること

2-1-3 専用靴は片側のみｾﾝｻｰを有すること

2-1-4 専用靴は全3色(ｸﾞﾚｰ、ﾍﾞｰｼﾞｭ、ﾋﾟﾝｸ)より選択可能であること

2-1-5 患者自身の靴のまま専用靴を脱着する仕様であること

2-1-6 専用靴はﾏｼﾞｯｸﾃｰﾌﾟによる脱着が可能であること

2-1-7 電源は単4電池(3本)であること

2-1-8 荷重測定精度は±10%以下であること

2-1-9 ｽﾏｰﾄﾌｫﾝまたはﾀﾌﾞﾚｯﾄなどの端末と接続することが可能であること

2-1-10 接続方式はBluetooth 4.0以上であること

2-1-11 対応OSはAndoroido 9.0以上であること

2-1-12 Android用ｱﾌﾟﾘは、Google Playよりｲﾝｽﾄｰﾙすることが可能であること

2-1-13

2-1-14 ﾕｰｻﾞ登録と過去のﾘﾊﾋﾞﾘ結果を確認する機能を有すること

2-1-15 目標荷重の設定をする機能を有すること

２－２ ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末は、以下の要件を満たすこと

2-2-1 寸法はW155mm×D10mm×H245mm以下であること

2-2-2 質量は550g以下であること

2-2-3 OSはAndroid 12相当以上であること

2-2-4 ﾌﾟﾛｾｯｻはMediaTek MT8768相当以上であること

2-2-5 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲは10.0型ﾜｲﾄﾞIPSﾊﾟﾈﾙ相当以上であること

2-2-6 ﾒｲﾝﾒﾓﾘは3GB以上であること

2-2-7 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘは32GB以上であること

2-2-8 microSDｽﾛｯﾄを搭載していること

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 リハビリテーション室

　調達機器名 下肢荷重計

　調達数量 一式

１．機器の構成(一式の構成)

下肢荷重計

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末

２．構成品の仕様

荷重量の変化を色や音の変化によって、ﾘｱﾙﾀｲﾑで接続端末にて確認することが可能
であること



３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

３．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており､「医薬品､医療機器等の品質､有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること

既存装置の撤去、新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を
含むこと

当院が指定した場所に本装置を設置し､運転調整をおこなうこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に､関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には､速やかな対応ができる体制であること



１－１ 1台

１－２ 1個

１－３ 1本

１－４ 1個

２－１ LEDﾗｲﾄｼｽﾃﾑは、以下の要件を満たすこと

2-1-1

2-1-2 ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ(本体)は、以下の要件を満たすこと

2-1-2-1 寸法はW75mm×D10mm×H55mm以下であること

2-1-2-2 質量は40g以下であること

2-1-2-3 電源のON/OFF、LED照明調節の操作が可能であること

2-1-3 ﾊﾞｯﾃﾘﾊﾟｯｸは、以下の要件を満たすこと

2-1-3-1 寸法はW75mm×D25mm×H55mm以下であること

2-1-3-2 質量は130g以下であること

2-1-3-3 本体への電源供給が可能であること

2-1-4 操作ﾘﾓｺﾝは、以下の要件を満たすこと

2-1-4-1 寸法はW35mm×D30mm×H90mm以下であること

2-1-4-2 質量は60g以下であること

2-1-4-3 電源のON/OFF、LED照明調節の操作が可能であること

2-1-5 LEDﾚﾝｽﾞﾓｼﾞｭｰﾙは、以下の要件を満たすこと

2-1-5-1 寸法はφ17.5mm以下、L800mm以上であること

2-1-5-2 質量は75g/1個以下であること

2-1-5-3 LED光源を発光させることが可能であること

2-1-5-4 LED色温度は6000K以上であること

2-1-5-5 LED波長は400～700(Visible)の範囲以上であること

2-1-5-6 LED寿命は50,000時間以上であること

仕　様　書

厚生病院

　部署・部屋名 胸部外科

　調達機器名 LEDライトシステム

　調達数量 一式

１．機器の構成(一式の構成)

LEDﾗｲﾄｼｽﾃﾑ　 　　　　   　　 　

眼鏡用ｸﾘｯﾌﾟ

眼鏡用ﾍｯﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ

ﾍｯﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ

２．構成品の仕様

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ(本体)、LEDﾚﾝｽﾞﾓｼﾞｭｰﾙ、ﾊﾞｯﾃﾘ、操作ﾘﾓｺﾝ、操作ﾘﾓｺﾝ充電専用ｱﾀﾞﾌﾟﾀ、延
長ｹｰﾌﾞﾙ、充電器、USB電源ｹｰﾌﾞﾙ、ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞﾋﾟﾝによる構成であること



2-1-5-7 光源素子はHight Power LEDであること

2-1-5-8 WD40mあたりの視野は、φ66mm以上であること

2-1-5-9 WD40mあたりの照度は、12,000Lux以上であること

2-1-5-10 3時間以上の作動が可能であること

2-1-6 延長ｹｰﾌﾞﾙは、以下の要件を満たすこと

2-1-6-1 寸法はL800mm以上であること

2-1-6-2 質量は20g以下であること

2-1-6-3 ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄとﾚﾝｽﾞﾓｼﾞｭｰﾙを接続するｹｰﾌﾞﾙであること

２－２ 眼鏡用ｸﾘｯﾌﾟは、以下の要件を満たすこと

2-2-1 一般の眼鏡に装着可能であること

２－３ ﾍｯﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞは、以下の要件を満たすこと

2-3-1 ｿﾌﾄﾀｲﾌﾟであること

３－１

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10

３．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

納品時に､関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

故障発生時には､速やかな対応ができる体制であること

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること

新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含むこと

入札時点で製品化されており､「医薬品､医療機器等の品質､有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと

当院が指定した場所に本装置を設置し､運転調整をおこなうこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと


